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表

層

地

質
　
高
槻
市
域
の
表
層
地
質
は
、
前
述
の
地
形
区
分
に
ほ
ぼ
対
応
し
た
分
布
を
示
す

（別
添
折
込
み
付
図
中
の
表
層

の

分

布
　
　地
質
図
参
照
)。
す
な
わ
ち
、
市
域
の
北
半
部
を
占
め
る
北
摂
山
地
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
堅
く
固
結
し
た
古
生

代

の
堆
積
物
で
あ
る
丹
波
層
群
か
ら
な
り
、
部
分
的
に
石
英
斑
岩
や
粉
岩
の
岩
脈
お
よ
び
花
崗

斑
岩
が
貫
入

し
た
り
、
南
西
部

の
阿
武
山
付
近
で
丹
波
層
群
が
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化
作
用
を
受
け
た
り
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
北
摂
山
地
の

南
縁
に
付
着
す
る
丘
陵
地
は
鮮
新
世
末
期
～
洪
積
世
前
期
の
堆
積
物
で
あ
る
大
阪
層
群
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
富
田
台
地
は
洪

積
世
後
期
の
富
田
礫
層
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
市
域
南
部
の
淀
川
低
地
は
そ
の
全
域
が
沖
積
層
で
あ
る
。

古

生

層

の

丹

波

層

群

高
槻
市
域
の
古
生
層
は
丹
波
層
群
と
呼
ば
れ
、
坂
口
重
雄
に
よ

っ
て
詳
し
く

調
査

研
究

さ
れ

｜
丹
波
地
帯
南
部
の
地
質
（
１
）
｜
『大
阪
学
芸
大
学
紀
要
』
昭
三
二
、
「
丹
波
地
帯
南
部
に
発

達
す
る

チ
ャ
ー
ト
の
形
態

と
成
因

に

つ
い
て
の
考
察

(予
報
)」
『大

阪
学
芸
大
学
紀
要
』

昭
三
四

「京
都
西
山
の

層
序

と
構
造

層
相
に
よ

っ
て
下
位
よ
り
田

能
層
、
出
灰
層
、
高
槻
層
に
三
分
さ
れ
て
い
る
。

田
能
層
は
北
摂
山
地
の
北
辺
に
沿

っ
て
東
西
に
分
布
し
、
層
厚
は
二
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
外
畑
か
ら
出
灰
川
に
沿
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第三章　高槻の地質と地形発達史

図17　 水 無 瀬 川 河 谷 の地 質 図

木村春彦他 「大阪府高槻市北部 にみ られ る古
生層 ター ビダ イ トの堆積構造 」 『京都教育大学
紀要』Ser,B,No.37.1970年 に よる

は
く

り

 っ
て
下
条
に
至
る
道
路
沿

い
で
模
式
的
な
露
頭
が
観
察
さ
れ
、
粘
板
岩
化
し
て
剥
離
に
富
む
黒
色
頁
岩
を
主
と
し
、
二
層
の
輝

緑
凝
灰
岩
と
チ
ャ
ー
ト
を
挾
ん
で
い
る
。
輝
緑
凝
灰
岩
は
主
と
し
て
玄
武
岩
質
の
熔
岩
流
、
集
塊
岩
で
、
暗
緑
・
暗
紫
・
紅
色

を
呈
し
、
石
灰
岩

の
小
岩
体
を
含
む
。
チ
ャ
ー
ト
は
主
と
し
て
灰
白
色
の
塊
状
を
呈
し
、
連
続
性
に
富
ん
で
層
状

に
発

達

す

る
。
明
神
ヶ
岳
南
斜
面
を
構
成
す
る
下
部
チ
ャ
ー
ト
は
本
地
域
の
ペ
ル
ム
系
の
最
下
底
を
占
め
、
北
方
の
ペ

ル
ム
系
に
衝
上
す

る
。
上
部
チ
ャ
ー
ト
は
小
塩
山
を
中
心
と
し
て
発
達
し
、
そ
の
延
長
は
田
能
集
落
付
近
に
達
し
て
い
る
。
田
能
層
は
輝
緑
凝
灰

岩
層
お
よ
び
石
灰
岩
体
か
ら
産
出
す
る
紡
錘
虫
、
サ
ン
ゴ
の
化
石
に
よ
っ
て
、
中

・
下
部
ペ
ル
ム
系
に
相
当
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

出
灰
層
は
ポ
ン
ポ
ン
山
を
中
心
に
、
田
能
層
の
南
側
に
分
布
し
、
層
厚
は
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
ポ
ン
ポ

ン
山
の
北
の
谷
か
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Ｉ　高槻の自然環境

ら
ポ
ン
ポ
ン
山
を
経
て
川
久
保

に
至
る
水
無
瀬
川
の
谷
中
で
模
式
的
に
み
ら
れ

(図

一
七
)、
層
相
は
田
能
層

に
類
似
す
る
が
、

（
ａ
）

厚
い
連
続
性
が
な
い
、
(
b
)
輝
緑
凝
灰
岩
が
少
な
い
、
（
ｃ
）
砂
岩
が
多
く
な
る
、
（
ｄ
）
石
灰
岩
が
ほ
と
ん
ど
な
い
な
ど
の
相
違
点
が

認
め
ら
れ
る
。
輝
緑
凝
灰
岩
は
本
山
寺
南
方
に
厚
さ

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
付
近

に
少
な
く
と
も
三

層
発
達
し
て
い
る
。

高
槻
層
は
北
摂
山
地

の
南
部
を
占
め
、
層
厚
は

一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
成
合
～
川
久
保
間
に
露
出
し
、
砂
岩
を
主
と
し
て
頁

岩
を
は
さ
ん
で
い
る
。
原
盆
地
や
成
合
谷
の
北
方
に
多
い
採
石
場
は
こ
の
砂
岩
で
あ
る
。
南
端
の
安
満
山
南
斜
面
に
は
頁
岩
と

チ
ャ
ー
ト
が
交
互
に
発
達
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
古
生
層
は
東
西
な
い
し
西
北
西
～
東
南
東
の
走
向
を
示
し
、
北
部
で
は
中
角
度
で
南

へ
傾
斜
し

て
い
る
が
、
桜
井

～
原
、
萩
谷
～
車
作

(茨
木
市
)
の
間
に
み
ら
れ
る
向
斜
構
造
背
部

(桜
井
向
斜
と
呼
ば
れ
る
)

五

、

昭
一
一

の
南
側
で
は
北

へ
傾
斜
し
て
い
る
。

中
村
新
太
郎
、
松
下
進

、
館

林
寛

吾
「
京

都
西
山
山
地
の
地
質
」
『
地
球
』
二
六
の

脈

岩

類

と
　
ポ
ン
ポ
ン
山
山
塊
南
西
部
に
は
、
古
生
層
を
南
北
方
向
に
貫
い
て
貫
入
し
た
石
英
斑
岩
と
粉
岩

の
脈
岩
が
み

深

成

岩

類
　
ら
れ
る
。
石
英
斑
岩
は
石
英
、
正
長
石
、
斜
長
石
を
主
体
と
し
て
白
色
ま
た
は
灰
色
を
呈
し
、
地
獄
谷
峠
か

ら
上
萩
谷
に
か
け
て
の
東
斜
面
や
本
山
寺
西
方
、
摂
津
峡
西
岸
の
中
堂
山
稜
線
付
近
に
分
布
し
、
粉
岩
は
燐

灰
石
お
よ
び
磁
鉄

鉱
を
副
成
分
と
し
て
伴
う
角
閃
石
、
斜
長
石
か
ら
な
り
、
灰
黒
色

・
黒
色
、
帯
緑
色
を
呈
し
て
、
原
盆
地
北
方
の
芥
川
峡
谷
中

に
狭

い
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

高
槻
市
域
内
に
み
ら
れ
る
深
成
岩
類
は
、
摂
津
峡
の
東
岸
を
画
す
三
好
山
の
東
部
か
ら
、
そ
の
北
方
に
あ

た
る
才
所

へ
か
け

て
南
北
に
伸
び
て
い
る
花
崗
斑
岩
で
、
斜
長
石
、
カ
リ
長
石
、
石
英
、
雲
母
、
角
閃
石
を
主
成
分
と
し
て
、
燐
灰
石
、
磁
鉄
鉱
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第三章　高槻の地質と地形発達史

を
伴

っ
て
い
る
。

北
摂
山
地
最
大
の
深
成
岩

体
と
し
て
は
、
茨
木
市
福
井

か
ら
能
勢
町
倉
垣
付
近
ま
で

北
西
～
南
東
方
向
に
の
び
る

花
崗
岩

体
が
重
要
で
、
石
英

図18　 大 阪 層 群 の

層 序表

(市原実 「大阪層群 と六 甲変 動
」 『地球 科学』85・86号
,1966年 に よる)

 

閃
緑
岩
、
花
崗

閃
緑
岩
、
ア
ダ
メ
ロ
岩
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
茨
木
複
合
花
崗

体
と
呼
ば
れ
、
風
化
が
著
し
く
、

一
部
で
は
マ

サ
状
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

っ
て
、
巾
広
い
開
析
谷
を
樹
枝
状

に
刻
み
込
ん
で
い
る
そ
の
地
形
は
、
古
生
層
地
帯
の
そ
れ

と
は
対
照
的
で
あ
る
。

ホ

ル

ン

フ

ェ

ル

ス

阿
武
山
を
構
成
す
る
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
前
述

の
茨
木
複
合
花
崩
岩
体
の
周
辺
に
ひ
ろ
く
み
ら
れ
る
も
の

の

一
部
で
、
花
崗
岩

の
迸
入
に
よ
っ
て
古
生
層
が
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化
さ
れ
た
変
成
岩
で
あ
る
が
、
花
崗

閃

緑
岩
に
接
す
る
も
の
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化
は
強
く
な
い
。
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
化
作
用
を
う
け
た
古
生
層

の
砂
岩
は
珪
化
作
用

が
進
み
、
石
英
の
再
結
晶
化
、
二
次
的
な
黒
雲
母
が
多
く
み
ら
れ
、
他
に
少
量
で
あ
る
が
角
閃
石
、
輝
石
類
が
見
ら
れ
る
。

大

阪

層

群

大
阪
層
群
は
大
阪
平
野
周
辺
部
に
発
達
す
る
丘
陵
地
を
構
成
し
て
い
る
地
層
の
総
称
で
、
地
質
時
代
の
新
第

三
紀
鮮
新
世
末
か
ら
第
四
紀
洪
積
世

(更
新
世
)
前
期
に
堆
積
し
た

砂
礫
、
砂
、

シ
ル
ト
、
粘
土
、
火
山
灰

の
地

層

か
ら

な

る

。

こ
れ

ら

の
地
層

は
、

そ

の
多

く

が

数

メ

ー

ト

ル
な

い
し

一
〇

数

メ
ー

ト

ル
の
厚

さ

を
有

し
、

一
般

に

は
砂

と
粘
土
の
互
層
が
卓
越
し
て
い
る
。
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Ⅰ　高槻の自然環境

大
阪
層
群
は
大
き
く
上
下
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
、
下
半
部
は
主
と
し
て
河
成
、
湖
成
の
堆
積
物
で
す
べ
て
淡
水
層
で
あ

る
が
、
上
半
部
は
海
成
層
と
淡
水
層
と
の
互
層
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
海
成
層
は
主
と
し
て
粘
土
層
か
ら
な
り
、
連
続
性

が
良
い
。
大
阪
平
野

の
地
下
お
よ
び
周
辺

の
丘
陵
地
に
は
、
海
成
粘
土
層
が
少
な
く

と
も

一
〇

枚

あ

り

、

そ

れ

ら

は
下

か

ら
Ｍ
a
０

、
Ｍ
a
１

、
Ｍ
a
２

…

…
Ｍ
a
９

の
略
称

で
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
海
成
粘
土
層
と

と
も
に
、
大
阪
層
群
の
層
序
対
比
に
有
効

な
役
割
を
課
し
て
い
る
の
が
火
山
灰
層
で

あ
る
。
火
山
灰
層
も
ま
た

一
〇
数
枚
確
認

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
名
称

で
呼
ば
れ
て
、
図

一
八
の
よ
う
に
海
成
粘

土
層
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。

高
槻
市
域
の
大
阪
層
群
は
西
山
団
体
研

究
グ

ル
ー
プ
と
桂
高
校
地
学
ク
ラ
ブ
の
手

に
よ
っ
て
調
査
さ
れ

四

の
六
、

昭
四
五

「高
槻
北
方
丘
陵
の
大
阪

層
群
」
『
地
球
科
学
』
二

図

一
九
の
よ
う
な
分
布
図
が
作

図19　 高槻北方丘陵の地質

(西山団体研究グループ・桂高校地学クラブ 「高槻地方丘陵

の大阪層群」 『地球科学』24-6,1970年 による)
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第三章　高槻の地質と地形発達史

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
高
槻
北
方
丘
陵
の
大
阪
層
群
は
層
厚

一
〇
〇
～

一
二
〇

メ
ー
ト
ル
で
、
下
部
に
礫
層
が
あ
り
、
そ
の
上
は
砂
と
粘
土
の
互
層
で
、

Ｍ
ａ
１

か
ら
Ｍ
ａ
７
ま
で
の
海
成
粘
土
層
が
下
位
の
も
の
ほ
ど
山
地
側

に
み

ら

れ

る
。
火
山
灰
層
も
イ

エ
ロ
ー
、
ピ
ン
ク
、
サ
ク
ラ
な
ど
の
各
層
が
確
認
さ
れ
、
次

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①
　

イ

エ
ロ
ー
火
山
灰
層
　

磐
手
小
学
校
北

、
日
吉

台
東

入
口
、
成
合
西
、
西
河
原

西
、

上
奈
佐
原
西
な
ど

で
露
出
す

る
。
粘
土
層

に
は
さ
ま
れ
、
厚
さ
は
ふ

つ
う
二
〇
～
五
〇

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
西
河
原
西

で
は

一
メ
ー
ト
ル
に
達

す
る
。
下
半
部

は
軽

石

(径

一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
)
を
多
く
含

み
、

上
半
部
は

ミ
ガ
キ
砂
質

で
、

風
化
す

る

と
上
半
部
が
黄
色
が

か

っ
て
く
る
。
重
鉱
物

は
黒
雲

母
、
角
閃
石
が
多
く
、
ガ
ラ

ス
は

汚
く

て
発
泡
が

み
ら
れ
る
。

②
　

竜
が
池
火
山
灰
層
　

日
吉
台
入

口
と
塚
脇

の
段
丘
の
下
で
発
見
さ
れ
、
厚

さ
は
約

二

〇

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
。
黒
雲
母
、
角
閃
石
、
石
英
、
小
型
軽
石

の
集
合
体
で
、
す
べ
て
肉

眼
で
識
別

で
き

る
。

図20　 真上断層の模式断面

(西山団体研究グルー
プ他・前掲論文による)

 

③
　

ピ

ン
ク
火
山
灰
層
　

塚
原
、
上
奈
佐
原
、
松

ヶ
丘
、
日
吉

台
団
地
、
別
所

ほ
か
多
く

の
地
点

で
み
ら
れ
る
。
下
部
数

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル

は
白
色
細
粒
、
中
部
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
は
細
粒

桃
白
色
部

に
粗
粒

で
重
鉱
物
を
多
量

に
含
む
部
分

が
不
規
則

に
は

い
り
、
上

部

一
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
は
細
粒

の
桃
色
、
白

色
部
の
互
層

か
ら

な

っ
て
い
る
。
重
鉱
物
は
角
閃
石
が
圧

倒
的

に
多

く
、
ガ
ラ

ス
は

無
色
透
明

で
発
泡
あ

と
の
な

い
も

の
が
多

い
。

④
　

ア
ズ
キ
火
山
灰
層
　

奈
佐
原

の
東
西
、
日
吉
台
、

岡
本

の
谷
底
な
ど

に
み
ら
れ
る
。
Ｍ
ａ
３

の
海
成
粘

土
層

に
は
さ
ま
れ

て
連
続
性
が
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I　高槻の自然環境

良
く
、
大
阪
層
群
を
上
部
と
下
部

に
分
け

る
鍵
層

と
さ
れ
、
厚

さ

は
三
〇
～

五
〇

セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

ア
ズ
キ
色

な
い
し
暗
黒
灰
色

の
磨
砂

で
、
最
下
部

に
厚
さ

二
～
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
白
色
火

山
灰

を
と
も
な
う
。
重
鉱
物

は
斜
方
輝
石
、
単

斜
輝
石
、
角

閃
石

を
ほ
ぼ
等

量
に
も

ち
、

ガ
ラ
ス
は
電
球
型
と
よ
ば

れ
た
球
状

の
も

の
が

発
見

さ
れ
、

ア
ズ

キ
色
～
暗
灰
色
を
し

て
い
る
も

の
を
含
む

こ
と
が
特
徴

と
な

っ
て

い
る
。

⑤
　

サ
ク
ラ
火
山

灰
層
　

真

上
か
ら
光
徳

に
至

る
真
上
断
層

に
そ

っ

て
追
跡
さ
れ
、
厚

さ
は
約

一
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
上
下

一
様

の

白
色
火
山
灰

で
、
ほ
と
ん
ど
火
山
ガ
ラ

ス
か
ら
な
り
、
重
鉱
物

は

ひ
じ

ょ
う

に
少
な

い
。
輝

石
を
少

量
含

む
角
閃
石
火

山

灰

で

あ

る
。

高
槻
北
方
丘
陵
の
大
阪
層
群
は
、

一
般
に
は
南
方

へ
数
度
～

一
〇
数
度
傾
く
単
斜
構
造
を
示
し
て
い
る
が
、
丘
陵
南
端
付
近

で
は
東
西
に
の
び
る
真
上
断
層
に
よ
る
変
位
を
う
け
て
急
傾
斜

し
、
南
平
台
南
端
の
岡
本
町
で
は
、
名
神
高
速
道
路

の
北
側

に

水
平
に
近
い
Ｍ
ａ
５
、
Ｍ
ａ
６
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

南
側
で
は
海
成
粘
土
層
が
直
立
し
て
い
る

(図
二
〇
)。

一
方
、

図21　 富田礫層の地質断面

(応用地質調査事務所 『富田小学校体育館

増築工事に伴う土質調査』1968年による)
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第３章　高槻の地質と地形発達史

北
摂
山
地
に
対
し
て
は
、
大
阪
層
群
は
不
整
合
に
接

し

て

お

り
、
桧
尾
川
上
流
域
で
は
標
高
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
の
緩
斜

面
に
ま
で
堆
積
し
て
い
る
。

富
田
礫
層
は
富
田
台
地
を
構
成
す
る
層
厚
約

富

田

礫

層

一
〇

メ
ー
ト
ル
の
砂
礫
層
で
、
北
は
南
平
台

・
奈
佐
原
丘
陵

の
南
麓
か
ら
南
は
富
田
台
地
の
南
端
ま
で
、
東

は
郡
家
本
町
か
ら
今
城
塚
を
経
て
富
田
台
地
の
東
辺
を
限
る
崖

を
結
ぶ
線
、
西
は
継
体
天
皇
陵
か
ら
南

へ
の
び
る
富
田
台
地
の

西
辺
に
囲
ま
れ
た
範
囲
に
み
ら
れ
、
こ
の
東
限
線
以
東
で
は
沖

写9　 富田小学校体育館新築

工事のボーリング

 

積
層
の
下
に
も
ぐ

っ
て
い
る
。
図
二

一
は
、
富
田
小
学
校
体
育
館
の
増
築
工
事
に
あ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
土
質
調
査

の
結
果
を

示
し
た
も
の
で
、
地
表
か
ら

一
～
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
腐
植
物
を
多
量
に
混
入
し
た
礫
混
り
の
シ
ル
ト
質
粘
土
層
に
お
お
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
下
に
は
層
厚

一
〇

メ
ー
ト
ル
内
外
で
、
暗
黄
灰
色
の
粘
土
混
り
砂
礫
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
れ
が
富
田
礫

層
で
、
厚
さ
三
〇
～
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
砂
質
粘
土
層
に
よ
っ
て
上
下
に
分
た
れ
、
上
位
砂
礫
層
は
最
大
礫
径
二
〇
～
三

〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
細
礫
が
主
で
Ｎ
値
も
二
〇
～
三
〇
と
比
較
的
低
い
が
、
下
位
砂
礫
層
は
径
三
〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
中

礫
が
大
半
を
占
め

(地
表
下
八
メ
ー
ト
ル
付
近
に
は
径
八
〇
～

一
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大
礫
が
散
在
)
Ｎ
値
も

五
〇
を

記
録
し
て
稠

密
で
あ
る
。
富
田
礫
層
の
下
は
、
大
阪
層
群
最
上
部
に
あ
た
る
暗
黄
灰
色
砂
層
、
暗
灰
色
粘
土
層
と
な
っ
て
い
る
。

市
原
実

・
木
越
邦
彦
は
高
槻
市
立
第
二
中
学
校
裏

の
露
頭
に
お
い
て
、
富
田
礫
層
に
挾
ま
れ
た
厚
さ
五
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
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I　 高槻の自然環境

前
後
の
泥
炭
層
か
ら
木
片
を
採
取
し
、
放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
を
行

っ
た
結
果
、
二
六
、
○
○
○
年

と
い
う
年
代
を
得
る
と
と
も
に
、
こ
の
泥
炭
層
か
ら
寒
冷
系
の
植
物
遺
体
を
産
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る

層

・
段
丘
堆
積
物

か
ら
産
出
し
た
泥
炭

・
木
材

の
絶
対
年
代
」
『
地
球
科
学
』
五
八
号
昭
三
七

確

認
い

る
。

±
八
〇
〇
年
Ｂ
Ｐ

市
原
実

・
木
越
邦
彦

「
大
阪
付
近

の
沖
積

こ
の
こ
と
か
ら
、
富
田
礫
層
は
洪
積
世
後
期
の
ウ
ル
ム
氷
期

の
堆
積
物
で
あ
る
こ
と
が

さ
れ
、
大
阪
平
野
北
西
部
に
ひ
ろ
が
る
伊
丹
台
地
を
構
成
す
る
伊
丹
礫
層
に
対
応
す
る
低
位
段
丘
堆
積
層
と
考
え
ら
れ
て

沖
積
層
は
、
最
終
氷
期
後
の
海
面
上
昇
に
と
も
な
う
堆
積
物
で
、
層
厚
は
淀
川
河
口
付
近

で
約
三
〇

メ
ー
ト

沖

積

層

ル
、
摂
津
市
南
部

の
鳥
飼
大
橋
北
詰
付
近
で
二
六

・
三
メ
ー
ト
ル
と
、
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
る
に
つ
れ
て
次
第

に
薄
く
な
り
、
高
槻
市
域

で
は
、
南
端
に
近
い
柱
本
小
学
校
で

一
七
メ
ー
ト
ル
、
大
塚
町
四
丁
目
の
第
十
中
学
校
で

一
五
メ
ー

ト
ル
、
東
端
に
近
い
上
牧
小
学
校
で
は
七
メ
ー
ト
ル
前
後
と
な

っ
て
い
る
。

図
二
二
は
、
市
内
の
小
中
学
校
や
保
育
所
な
ど
の
建
設
に
と
も
な

っ
て
実
施
さ
れ
た
地
質
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し

た
も
の
で
、
各
柱
状
図
は
南
北
方
向

の
地
質
断
面
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
沖
積
層
基
底

(洪
積
礫
層
の
上
端
)
の
標
高
は
、
磐
手
小
学
校
～
第
十
中
学
校
を
結
ぶ
東
部
で
は
、
磐
手
小
学
校
の
八

・
二

メ
ー
ト
ル
か
ら
高

槻
小
学
校
の
マ
イ
ナ
ス
七

・
八
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
平
均
勾
配
約

一
一
〇
分
の

一
で
低
下
し
た
の
ち
、
高
槻
小
学
校
以
南
で
は
若

干
の
起
伏
は
あ
る
も
の
の
、
水
平
に
近
い
状
態
で
第
十
中
学
校
の
マ
イ
ナ
ス

一
〇

メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。

一
方
、
川
西
小

学
校
か
ら
柱
本
小
学
校
に
至
る
西
部
で
は
、
川
西
小
学
校
の

一
二

・
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
柳
川
中
学
校
の
マ
イ

ナ
ス
一
三

・
二
メ

ー
ト
ル
ま
で
は
約

一
二
〇
分
の

一
の
平
均
勾
配
を
示
し
、
柳
川
中
学
校
か
ら
南

へ
は
ほ
ぼ
水
平
に
移
行
し
て
柱
本
小
学
校
で
は

マ
イ
ナ
ス
一
三

・
三
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
槻
市
域
の
沖
積
層
基
底
面
は
、
北
部
で
は
ゆ
る
く
南

へ
傾

55



第三章　高槻の地質と地形発達史

図22　淀川低地の地質柱状図
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I　高槻の自然環境

斜
し
て
、
そ
の
勾
配
は
地
表
の
そ
れ
よ
り
や
や
強
く
な

っ
て
い
る
が
、
南
部
で
は
ほ
ぼ
水
平
に
な

っ
て
い
る
。
淀
川
の
現
流
路

に
沿

っ
た
平
均
勾
配
は
、
上
牧
小
学
校
と
第
十
中
学
校
と
の
間
で
約
四
八
〇
分
の

一
、
第
十
中
学
校
と
柱
本
小
学
校
と
の
間
で

は
約

一
二
〇
〇
分
の

一
に
な
っ
て
い
る
。

沖
積
層
の
構
成
物
質
は
、
桧
尾
川
扇
状
地
上
の
磐
手
小
学
校
で
砂
礫
を
含
む
ほ
か
は
す
べ
て
粘
土

・
シ
ル
ト

・
砂
な
ど
の
細

粒
物
質
で
、
有
機
物
を
含
む
も
の
が
多
く
、
部
分
的
に
腐
植
土
も
み
ら
れ
、
柱
本
小
学
校
の
地
表
下
九
メ
ー
ト
ル
付
近
に
は
貝

殻
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
布
を
調
べ
て
み
る
と
、
近
年
ま
で
条
里
制
に
も
と
づ
く
土
地
割
が
卓
越

し
て
古
代
以
来
安

定
し
た
耕
地
で
あ

っ
た
淀
川
低
地
北
半
部
や
、
淀
川
北
岸
沿
い
の
自
然
堤
防
帯
に
相
当
す
る
第
十
中
学
校
や
三
箇
牧
小
学
校
、

柱
本
小
学
校
な
ど
の
柱
状
図
で
は
、

シ
ル
ト
と
砂
が
卓
越
し
て
粘
土
が
ほ
と
ん
ど
が
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
条
里
制
土
地

割
遺
存
地
帯
と
自
然
堤
防
帯
に
は
さ
ま
れ
た
後
背
湿
地
帯
に
あ
た
る
竹
の
内
小
学
校
や
大
塚
小
学
校
、
第
七
中
学
校
や
西
面
南

一
丁
目
の
新
幹
線
な
ど
の
柱
状
図
で
は
、
地
表
か
ら
深
さ
四
メ
ー
ト
ル
前
後
ま
で
が
有
機
物
を
含
む
厚

い
粘

土
層
に
な

っ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
条
里
制
土
地
割
遺
存
地
帯
に
位
置
し
な
が
ら
も
薄
い
粘
土
層
を
多
く
は
さ
ん
で
い
る
五
百
住

小
学
校

の
柱
状
図
は
、
富
田
台
地
を
刻
む
小
寺
池

の
あ
る
谷

の
延
長
上
に
位
置
す
る
と
い
う
地
形
的
環
境
の
特
色
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
地
史
と
地
形
発
達
史

日
本
列
島
の
　
日
本
列
島
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
岸
を
ふ
ち
ど
る
弧
状
列
島
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
地
体
構
造
は
図
二
三
の
よ
う

地

体

構

造
　
　に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
日
本
列
島
は
ま
ず
、
糸
魚
川
か
ら
静
岡
ま
で
日
本
ア
ル
プ
ス
の
東

側
を
南
北
走
す
る
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大
地
溝
帯

（
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
)
に
よ

っ

て
東
北
日
本
と
西
南
日
本
と
に
分
け
ら

れ
、
西
南
日
本
は
さ
ら
に
、
長
野
県
の

諏
訪
湖
で
大
地
溝
帯
か
ら
分
岐
し
、
伊

那
谷
、
豊
橋
を
経
て
紀
伊
半
島
中
央
部

の
櫛
田
川
、
紀
ノ
川
の
谷
を
通
り
、
四

国
山
地
北
辺
か
ら
九
州
中
部
に
の
び
る

中
央
構
造
線

（
メ
デ
ア
ン
ラ
イ
ン
)
に
よ

っ
て
南
北
に
二
分
さ
れ
て
、
北
側
は
西

南
日
本
内
帯
、
南
側
は
西
南
日
本
外
帯

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

高
槻
市
を
含
む
近
畿
地
方
中

・
北
部

は
西
南
日
本
内
帯
の
東
部
に
あ
た
り
、

図23　 日本列島の地体構造区分

（中野尊正 ・小林国夫 『日本の自然』岩波新書を簡略化)

 

そ
の
大
部
分
は
北
側
の
丹
波
帯
と
南
側
の
領
家
帯
に
属
す
る
が
、
北
西
部
に
は
中
国
帯
と
舞
鶴
帯
が
あ
る
。
丹
波
帯
は
非
変
成

の
古
生
層
を
主
と
し
て

一
部
花
崗
岩
に
貫
か
れ
て
お
り
、
領
家
帯
に
は
花
崗
岩
と
古
生
層
の
変
成
岩
が
多
く
分
布
し
て
い
る
。

丹
波
層
群
の
　
北
摂
山
地
を
構
成
す
る
丹
波
層
群
が
古
生
代
末
期
の
ペ
ル
ム
紀

（二
畳
紀
）
の
堆
積
層
で

あ
る
こ
と
は
前
述

堆
積
と
隆
起
　
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
で
堆
積
し
、
隆
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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湊
正
雄

・
井
尻
正
二
に
よ
る
と

湊
正
雄

・
井
尻
正
二

『
日
本
列
島

第
二
版
』

(岩
波
新
書
)
昭
四

一

ペ
ル
ム
紀
の
日
本
列
島
は
そ
の
大
部
分
が
、
今
日
の
中
国
大

陸
か
ら
日
本
海
を
お
お
っ
て
突
出
し
て
い
た
大
陸
の
東
辺
を
ふ
ち
ど
る
海
底
に
没
し
て
お
り
、
西
南
日
本
の

一
帯
に
は
地
向
斜

が
発
達
し
て
い
た

(図
二
五
)。
地
向
斜
の
海
は
年
代
の
経
過
と
と
も
に
し
だ
い
に
深
く
な
り
、
そ
の
海
底

に
は
長

い
年
月
の
間

に
泥
岩
や
砂
岩
、

チ
ャ
ー
ト
や
石
灰
岩
が
堆
積
し
て
い
っ
た
。
図
二
五
は
、
ペ
ル
ム
紀
末
期
の
地
向
斜
堆
積
物

の
厚
さ
が
、
北

摂
山
地
の
あ
た
り
で
二
、
五
〇
〇
～
三
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
数
値
は
前
述
し
た
出
灰
層

の
層
厚
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

図24　 地質時代の区分

(『島本町史』本文編図2に よる)

こ
の
地
向
斜
は
す
で
に

新
古
世
代
石
炭
紀
の
後
期

(約
三
億
年
前
)

か
ら

発

達
し
つ

つ
あ

っ
た
も

の

で
、
し
か
も
そ
の
堆
積
物

の
厚
さ
は
合
計

一
〇
、
○

○
○
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し

て
い
た
。

こ
れ
は
地
向
斜

の
底
が
そ
れ
以
上
に
深
く

地
殼
の
下
方

へ
沈
降
し
て

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
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第三章　高槻の地質と地形発達史

図25　 ペルム紀後期(約2億4,000万 年前)の 古地理図

(市川浩一郎・藤田原則・島津光夫編 『日本列島

地質構造発達史』,築 地書館,昭 和45年による)

こ
の
た
め
そ
の
底
部
に
は
断
層
が

で
き
、
そ
の
弱
線
を
と
お

っ
て
地

下
の
熔
岩
が
ふ
き
出
し
て
地
向
斜

の
底

へ
あ
ふ
れ
出
し
て
い
っ
た
。

こ
の
熔
岩
は
地
下
深
部
で
ゆ

っ
く

り
と
冷
却
さ
れ
て
花
崗
岩
を
形
成

し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
に
接

す
る
水
成
岩
を
高
温
と
高
圧
の
も

と
で
混
成
岩
に
変
え
る
働
き
を
も

有
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
地
向
斜

の
発
達
と

平
行
し
て
、
現
在
の
四
国

・
九
州

を
東
西
に
横
断
す
る
細
長
い
地
帯

に
は
べ
つ
の
隆
起
帯
が
形
成
さ
れ
、
ペ
ル
ム
紀
中
後
期
に
は
島
列
を

出
現
さ
せ
、
中
生
代
前
期
の
ト
リ
ア
ス
紀

(三
畳
紀
)
に

は
北
方

の
地
向
斜
を
も
陸
化
上
昇
さ
せ
て
、
複
雑
な
地
質
構
造
を
生
み
出
し
た
。

こ
の
変
動
は
狭
義

の
本
州
変
動
と
呼
ば
れ

市
川
浩

一
郎

・
藤

田
至
則

・
島

津
光

夫
編

『
〔
日
本

列
島
〕
地
質
構
造
発
達
史
』
築
地
書
館
、
昭
四
五

地
殻
の
歴
史
の
う
え
で
は
バ
リ
ス
カ
ン
造
山
運
動
に
対
比
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
西

南
日
本
の
本
州
区
は
地
背
斜
に
転
化
し
て
優
陸
的
と
な
り
、
ジ

ュ
ラ
紀
に
は
中
央
山
地
が
顕
在
化
し
て
地
表

の
侵

食

が

進

行
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I　高槻の自然環境

し
、
白
亜
紀
後
期
に
な
る
と
花
崗
岩
の
活
動
が
活
発
化
し
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ア

ル
　
中
生
代
ジ

ュ
ラ
紀
か
ら
新
生
代
第
三
紀
に
か
け
て
起

っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ア
ル
プ

ス
造
山
運
動
は
、
全
地

プ

ス
造

山

運

動
　
　球
的
な
ひ
ろ
が
り
を
も

っ
た
大
規
模
な
も
の
で
、
日
本
列
島

の
形
成
も
そ
の

一
環
を
な
す
。
こ
の
造
山

運
動
に
よ
る
地
向
斜
の
形
成
、
混
成
岩
と
花
崗
岩
の
発
生
、
褶
曲
山
脈
の
成
立
と
い
っ
た
典
型
的
な
形
式
は
、
日
本
で
は
北
海

図26　 中新世末期(約1,400万 年前)の 古地理図

(市川浩一郎他,前 掲書,に よる)

道
の
日
高
山
脈
に
み
ら
れ
る
に
す
ぎ

な
い
が
、
日
本
列
島
を
東
西
に
二
分

す
る
大
地
溝
帯

（
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
)

や
、
西
南
日
本
を
南
北
に
分
け
る
中

央
構
造
線

（
メ
デ
ィ
ア
ン
ラ
イ
ン
)
が

形
成
さ
れ
、
西
南
日
本
内
帯
に
ひ
ろ

く
分
布
す
る
花
崗
岩

の
活
動
が
活
発

化
し
た
の
も
、
こ
の
造
山
運
動
に
と

も
な
う
も
の
で
あ

っ
た
。

図
二
六
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ア
ル
プ
ス

造
山
運
動
の
末
期
に
あ
た
る
新
生
代

古
第
三
紀
中
新
世
末
期
の
古
地
理
図

で
あ
る
。
こ
の
当
時

の
西
南
日
本
は

6l



第三章　高槻の地質と地形発達史

ほ
と
ん
ど
が
陸
化
し
て
い
て
侵
食
作
用
が
盛
ん
で
あ

っ
た
が
、

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
地
域
や
日
本
海
側
で
は
、
中
新
世
の
は
じ
め

か
ら
陥
没
が
起

っ
て
そ
こ
に
海
水
や
湖
水
が
た
ま
る
と
同
時
に
、
水
底
で
は
は
げ
し
い
火
山
活
動
が
進
行
し
た
。
こ
の
陥
没
盆

地
は
し
だ
い
に
沈
降
し
、
海
域
を
拡
大
し
て
日
本
海
の
原
型
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
海
底
に
は
数
百
メ
ー
ト

ル
の
厚
さ
の
火

山
灰
、
泥
、
砂
が
堆
積
し
て
緑
色
に
変
質
し
て
い
っ
た
。
こ
の
火
山
物
質
は
緑
色
凝
灰
岩

(グ
リ
ー
ン
タ
フ
)
と
呼
ば
れ
る

特

お
お

や

有
の
地
層

(関
東
地
方
を
原
産
地
と
し
て
ひ
ろ
く
石
材
に
使
わ
れ
て
い
る
大
谷
石
は
そ
の
代
表
例
)
を
形
成
し
、
中
新
世
末
期

に

は
大

規
模
な
降
起
を
は
じ
め
、
海
域
を
日
本
海
側

へ
と
移
動
さ
せ
た
。
こ
れ
が
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
と
呼
ば
れ
る
地
殻
変
動
で
、
こ

の
変
動
に
よ
っ
て
日
本
列
島
が
胚
胎
し
、
古
日
本
海
と
呼
ば
れ
る
内
海
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

瀬
戸
内
沈
降
　
こ
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
が
東
北
日
本
を
中
心
と
し
て
大
規
模
に
進
行
し
て
い
た
頃
、
西
南
日
本
内

帯

の

形

成
　
　帯
で
も
瀬
戸
内
沈
降
帯

の
形
成
に
代
表
さ
れ
る

一
連
の
地
殼
変
動
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
地
殻
変
動
の
各
段
階

に
お
け
る
古
地
理
図
を
市
原
実
に
よ

っ
て
示
し
た
の
が
図
二
七
で
、
グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
向
斜
の
陥
没
期
に
あ

た
る
中
新
世
中
期

に
は
、
現
在
の
山
陰
地
方
か
ら
東
海
地
方

へ
の
び
る
第

一
瀬
戸
内
沈
降
帯
が
発
達
し
、
そ
こ
に
は
、
今
日
六
甲
山
地
北
西
方

の

丘
陵
地
帯
に
ひ
ろ
く
露
出
し
て
い
る
神
戸
層
群
を
代
表
例
と
す
る
中
新
統

の
湖
成

・
海
成
層

(第

一
瀬
戸
内
累
層
群
と
総
称
さ
れ

る
)
が
堆
積
し
た

(図
二
七
Ａ
)。

そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
向
斜
が
地
背
斜
化
し
て
降
起
し
た
中
新
世
最
後
期
～
鮮
新
世
初
頭

変
遷
に
関
す
る
法
則
性
」
『
地

球
科
学
』
六
二
号
、
昭
四
五

藤
田
至
則

「東
北
日
本
に
お
け
る

地
向
斜
の
古
地
理
的

・
構
造
史
的

に
は
、
近
畿
地
方

の
全
域
が
陸
化
し
て
侵
食
さ
れ
る

一
方
、

二
上
山
や
大
和
高
原
南
部
の
室
生
地
域

を
は
じ
め
、
熊
野
灘
沿
岸
や
北
但
馬
の
照
来
地
域
で
は
、
熔
結
熔
岩
の
特
徴
を
も

っ
た
酸
性
岩
を
噴
出
す
る
火
山
活
動
が
み
ら

れ
た

(図
二
七
Ｂ
)。
こ
の
時
期
の
侵
食
作
用
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
の
が
い
わ
ゆ
る
準
平
原
で
、
北
摂
山
地
を
含
む
丹
波
山
地
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Ⅰ　高槻の自然環境

の
定
高
性
と
山
頂
平
坦
面
が
そ
の
名
残
り
を
示
し

て
い
る
。

つ
い
で
鮮
新
世
に
入
る
と
、
中
国
地
方
と
紀
伊

半
島

・
四
国

の
背
梁
部
が
降
起
し
は
じ
め
、
こ
れ

ら
に
は
さ
ま
れ
た
現
在
の
瀬
戸
内
海
地
域
か
ら
琶

琵
湖
、
伊
勢
湾

に
わ
た
る
地
域
が
第
二
瀬
戸
内
沈

降
帯
を
形
成
し
た

(図
二
七
Ｃ
)。
こ
の
沈
降
帯
は

形
成
の
前
期

（鮮
新
世
前
期
～
後
期
)
か
ら
、
鈴
鹿

山
脈
、
江
和
高
原
、
生
駒
山
地
、
六
甲
～
淡
路
島

せ
き
り
よ
う

脊
梁
山
脈
な
ど
、
近
畿
中
央
部
の
各
盆
地
を
境
す

る
南
北
性
の
山
脈
や
中
央
構
造
線
の
北
側
を
東
西

走
す
る
和
泉
～
讃
岐
山
脈

の
原
形
を
と
も
な

っ
て

お
り
、
沈
降
帯
に
流
入
し
た
河
川
の
水
は
西
流
し

て
九
州
の
西
南
方
で
海
に
注
い
で
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

第
二
瀬
戸
内
後
期

の
最
新
世
前
期
に
な
る
と
、

現
在
の
紀
伊
水
道
と
豊
後
水
道
が
沈
水
し
て
海
水

図27　 瀬戸内沈降帯形成期の古地理図
（市原実「大阪層群と六甲変動」（前掲)に よる)
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が
侵
入
し
は
じ
め
、
し
だ
い
に
淡
水
域
を
狭
く
し
て
い
く

一
方
、
六
甲
山
地
や
生
駒
山
地
を
は
じ
め
と
す
る
南
北

性

の
山

脈

は
、
前
期
の
萠
芽
的
な
段
階
を
脱
し
て
し
だ
い
に
降
起
し
は
じ
め
、
そ
の
輪
郭
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
と
と
も

に
、
第
二
瀬
戸
内

沈
降
帯

の
東
部
に
古
東
海
湖
、
古
琶
琵
湖
、
古
大
阪
湾
と
い
う
堆
積
盆
地
の
分
化
を
明
確
に
し
て
い
っ
た

(
図
二
七
Ｄ
)。

大

阪

層

群
　
こ
の
第
二
瀬
戸
内
沈
降
帯
に
堆
積
し
た
堆
積
層

の
ひ
と
つ
が
大
阪
層
群
で
、
近
江
盆
地
周
辺
部
か
ら
伊
賀
盆

の

堆

積
　
　地
に
か
け
て
分
布
す
る
古
琶
琵
湖
層
群
や
、
鈴
鹿
山
脈
東
麓
お
よ
び
濃
尾
平
野
東
部
に
み
ら
れ
る
東
海
層
群

も
こ
れ
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
は

一
括
し
て
第
二
瀬
戸
内
累
層
群
と
呼
ば
れ
、
古
東
海
湖
の
東
海
層
群
が
も

っ
と
も
早
く
堆
積

を
開
始
し
、
古
琶
琵
湖
層
群
の
堆
積
が
こ
れ
に
続
い
て
進
行
し
た
。
図
二
八
Ａ
は
当
時
の
古
地
理
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
頃

に
は
ま
だ
古
大
阪
湾
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
日
の
鈴
鹿
山
脈
や
江
和
高
原
も
な
お
丘
陵
性
の
地
形
を
呈
し
て
い
て
、
古
琶

琵
湖
の
水
は
そ
の
間
を
ぬ

っ
て
古
東
海
湖
や
、
現
在
の
紀
ノ
川
河
谷
中
流
部
に
形
成
さ
れ
て
い
た
菖
蒲
谷
湖

に
流

出

し

て

い

た
。つ
い
で
鮮
新
世
終
末
期
～
最
新
世
初
頭
に
な
る
と
、
現
在
の
大
阪
湾
と
大
阪
平
野
を
包
含
す
る

一
帯
に
古
大
阪
湖
が
形
成
さ

れ
、
京
都
盆
地
南
部
か
ら
奈
良
盆
地
に
か
け
て
は
古
奈
良
湖
が
発
達
し
て
、
大
阪
層
群
が
堆
積
し
は
じ
め
る

一
方
、
菖
蒲
谷
湖

は
消
滅
し
つ
つ
あ

っ
た

(図
二
八
Ｂ
)
。
こ
の
時
期
に
堆
積
し
た
地
層
は
大
阪
層
群
最
下
部
層
と
呼
ば
れ
、
大

阪
層
群
の
模
式
地

と
し
て
設
定
さ
れ
た
千
里
山
丘
陵

の
下
部
や
泉
南
の
丘
陵
地
帯
、
あ
る
い
は

一
九
六
三

(昭
和
三
八
)
年
に
大
阪
市
港
区
の
国
際

見
本
市
恒
久
展
示
場
で
実
施
さ
れ
た
深
さ
九
〇
七
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
ボ
ー
リ
ン
グ

(Ｏ
Ｄ
｜
１
)
な
ど
で
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
海
成
層
を
含
ま
な
い
淡
水
層
ば
か
り
で
、
当
時
の
古
大
阪
湖
が
海

へ
の
出
口
を
閉
さ
れ
た
淡
水
湖

で
あ

っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
大
阪
層
群

の
う
ち
最
下
位
の
化
石
を
産
す
る
の
は
泉
南
丘
陵

の
粘
土
層
か
ら
で
、
そ
れ
ら
は

メ
タ
セ
コ
イ
ア
、
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Ｉ　高槻の自然環境

図28　大阪層群堆積期の古地理の変遷
YOKOYAMA,T.:Tephrochronology　 and　 Paleogeography

of　 the　 Plio-Pleistocene　 in　 the　 Eastern　 Setouchi　 Geologic

Province,Southeast　 Japan,Mem.Fac.Sci.Kyoto

Univ,Ser.Geol.Mineral,Vol.36,1969.に よ る
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セ

コ
イ

ア
、
イ

ヌ

ス
ギ

、
イ

チ

ョ
ウ
、
フ
ジ

イ

マ
ツ
な

ど

メ

タ

セ

コ
イ

ァ
植

物

群

と

よ
ば

れ

る

、
第

三
紀

に
北

半

球

で
繁

茂

し

た
植

物
で
、
当
時
の
近
畿
地
方
が
温
暖
な
気
候
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

近
畿
グ
ル
ー
プ

「近
畿
地
方
の
第
四
系
」
地
学
団

体
研
究
会

『
日
本
の
第
四
系
』
所
収
。
昭
四
四

な

お

、

高
槻
市
域
で
は
、
大
阪
層
群
最
下
部

の
堆
積
層
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

古
大
阪
湖
は
そ
の
後
も
沈
降
を
続
け
、
最
新
世
前
期
の
は
じ
め
に
は
そ
の
北
東
部
で
古
奈
良
湖
と
接
続
し
、
西
方
で
は
、
現

在

の
播
磨
灘
東
部
に
形
成
さ
れ
た
古
播
磨
湖
と
連
絡
す
る
よ
う
に
な

っ
た

(図
二
八
Ｃ
)。

一
方
、
古
東
海
湖
は
し
だ
い
に
消
滅

へ
向
い
、
古
琵
琶
湖
は
現
在
の
近
江
盆
地
ま
で
北
上
し
て
、

そ
の
排
出
水
は
郷

ノ
口

(京
都
府
綴
喜
郡
宇
治
田
原
町
)
を
通
る
古

瀬
田
川
に
よ

っ
て
古
奈
良
湖
の
北
端
に
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
琵
琶
湖
淀
川
水
系
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
し
て
最
新
世
前
期
の
中

頃
に
は
現
在

の
紀
伊
水
道
が
沈
水
し
、
古
大
阪
湖
に
は
海
水
が
侵
入
し
て
き
て
古
大
阪
湾
と
な

っ
た

(図
二
八
Ｄ
)。

こ
の
時
期
の
堆
積
層
は
大
阪
層
群
下
部
層
と
通
称
さ
れ
、
最
下
部
層
と
の
間
は
パ
ミ
ス
火
山
灰
に
よ

っ
て
区
分
さ
れ
る
。
こ

こ

ぎ

か
わ

の
火
山
灰
層
は
、
千
里
山
の
上
新
田
で
は
約

一
メ
ー
ト
ル
、
泉
南
の
近
木
川
で
は
約
三
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
を
有

し
、
全
体
と
し

て
は
白
色
だ
が
部
分
的
に
は
ピ
ン
ク
色
を
呈
し
て
、
連
続
性
が
き
わ
め
て
良
い
。
大
阪
層
群
下
部
層
の
上
限
は
ア
ズ
キ
火
山
灰

で
、
そ
の
間
に
は
Ｍ
ａ
０
～
Ｍ
ａ
３
と
呼
ば
れ
る
四
枚

の
海
成
粘
土
層
が
は
さ
ま
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
四
回

の
海
進
が
あ

っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
下
部
層
が
堆
積
し
た

時
期
は

メ
タ
セ
コ
イ
ア
植
物
群
の
消
滅
期
に
あ
た
り
、

チ
ョ
ウ
セ
ン
マ

ツ
、

ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
キ

ハ
ダ
な
ど

の
冷
温
帯
植
物
が
出
現
し
、
し
だ
い
に
優
勢
と
な
っ
て
い

っ
た
。
す
な
わ

ち
、
温
暖
な
環
境
を
示
す
第
三
紀
の
要
素
が
残
存
し
つ
つ
も
、
じ

ょ
じ

ょ
に
寒
冷
化

へ
向

っ
て
い

っ
た
、
い
わ
ゆ
る
先
氷
河
時

代

の
到
来
で
あ
り
、
最
下
部
層
と
下
部
層
と
の
境
が
、
鮮
新
世
と
最
新
世

（洪
積
世
)
の
境
界
と
さ
れ
て
い
る
。
高
槻
北
方
丘

陵

の
う
ち
、
日
吉
台
の
大
部
分
と
安
岡
寺
、
松
ヶ

丘
の
全
域
、
お
よ
び
南
平
台
、
奈
佐
原
丘
陵
の
北
半
部
を
構
成
す
る
の
は
こ
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の
大
阪
層
群
下
部
層
で
あ
る

(図

一
九
参
照
)。

一
九
六
六

(昭
和
四
一
)
年
七
月
、
安
岡
寺
町
五
丁
目
の
上
ノ
口
バ
ス
停
前
で
、

Ｍ
ａ
１

海
成
粘
土
層

の
直
上
か
ら

ワ
ニ
の
脊
椎
骨
と
歯
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た

(写

一
〇
)。

ア
ズ
キ
火
山
灰
層
を
下
限
と
す
る
大
阪
層
群
上
部
層
が
堆
積
し
た
の
は
最
新
世
前
期

の
お
わ
り
ご
ろ
で
、
す
で
に
古
奈
良
湖

は
完
全
に
陸
化
し
て
消
滅
し
、
琵
琶
湖
西
縁
か
ら
淀
川
下
流

へ
向

っ
て
北
東
～
南
西
方
向
に
の
び
る
琵
琶
湖
｜

大
阪
沈
降
帯
が

急
速
に
沈
下
し
は
じ
め
て
い
た

(図
二
八
Ｅ
)。
大
阪
層
群
上
部
層
は
海
成
粘
土
層
と
淡

水
層
と
が
互
層
を
な
し
て
い
る
の
が
特
色
で
、
海
成
粘
土
層
は
温
暖
気
候
を
示
し
、
淡

水
層
は
寒
冷
気
候
を
示
す
植
物
遺
体
や
花
粉
を
と
も
な
う

花
粉
分
析
」
『
地
球
科
学
』

八
三

・
八
四
号
、昭
四

一

田
井
昭
子

「大
阪
市
に
お
け
る
ボ

ー

リ

ン
グ
（

Ｏ

Ｄ
｜

１
)

コ
ア

の

こ
の
こ
と
は
、
気
候
の
温
暖
な
時
期
と
寒
冷
な
時

期

と
が
交

互
に
繰
り
返
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
古
大
阪
湾
で
も
温
暖
期
に
は
海
進
が
、
寒
冷
期
に

は
海
退
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

一
九
六
四

(昭
和
三
九
)
年
、
千
里
山
丘
陵
北
西
隅

に
あ
る
大
阪
大
学
構
内
の
大
阪
層
群
上
部
層
に
属
す
る
砂
質
粘
土
層
か
ら
、
日
本
で
初

め
て
ワ

ニ
の
化
石

(
マ
チ
カ
ネ
ワ
ニ
)
が
出
土
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
大
阪
層
群
上
部

層
は
、
高
槻
北
方
丘
陵
で
は
日
吉
台
の
南
に
続
く
奥
天
神
町
か
ら
真
上
町

に

か
け

て

と
、
南
平
台

・
奈
佐
原
丘
陵

の
南
部
に
み
ら
れ
、
全
体
と
し
て
南

へ
ゆ
る
く
傾
斜
し
て

い
る
が
、
そ
の
南
端
付
近
で
は
真
上
断
層
に
よ
る
変
位
を
う
け
て
い
る
。

大
阪
層
群
は
最
下
部
層
か
ら
上
部
層
ま
で
、
周
辺
部
を
の
ぞ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
不
整

合
面
は
み
ら
れ
ず
、
全
体
と
し
て
は
継
続
的
に
堆
積
が
進
行
し
た
こ
と
を

示

し

て

お

写10　 タカツキワニ化石(大 阪市立自然史博物館所蔵)
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り
、
そ
の
厚
さ
は
平
野
の
地
下

で
は
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
越
す

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
周
辺

部
の
丘
陵
で
は
さ
ま
ざ
ま
で

一

定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
周
辺

部
で
は
大
阪
層
群
の

一
部
し
か

堆
積
し
て
い
な
い
こ
と
が
お
も

な
原
因
で
、
奈
良
盆
地
で
は
最

下
部
層
か
ら
Ｍ
ａ
２。
海
成
粘
土

層
ま
で
、
京
都
盆
地
で
は
ピ
ン

ク
火
山
灰
層
か
ら
上
の
大
阪
層

群
し
か
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
奈
良
盆
地
で
は
大
阪

層
群
堆
積
の
初
期
か
ら
古
奈
良

図29　 高槻丘陵における大阪層群

堆積当時の古水流方向

(YOKOYAMA,T.前 掲論文による)

 

湖
が
存
在
し
て
土
砂
を
堆
積
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
部
層
が
堆
積
し
た
最
新
世
前
期
後
半
に
は
す

で
に
干
陸
し
て
い

た
の
に
対
し
て
、
京
都
盆
地
で
は
最
新
世
初
頭
ま
で
は
な
お
古
大
阪
湾
の
拡
大
が
及
ん
で
い
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
を
大
阪
平
野
周
辺
部
に
限

っ
て
み
て
も
、
泉
南
丘
陵
や
千
里
山
丘
陵
で
は
最
下
部
層
が
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
茨
木
や
高
槻
の
丘
陵
で
は
イ

エ
ロ
ー
火
山
灰
層
付
近
以
降
の
地
層
し
か
み
ら
れ
ず
、
枚
方
丘
陵

で
は
Ｍ
ａ
２

海
成
層
以
降

し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
大
阪
層
群
の
上
限
も
、
千
里
山
や
高
槻
の
丘
陵
で
は
Ｍ
ａ
７
海
成
粘
土
ま
で
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

茨
木
や
枚
方
の
丘
陵

で
は
Ｍ
ａ
８。
海
成
粘
土
層
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
古
大
阪
湾
を
お
そ

っ
た
海
進
が
、

一
回
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ひ
ろ
が
り
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

図
二
九
は
高
槻
丘
陵
を
構
成
す
る
大
阪
層
群
が
堆
積
し
た
当
時
の
古
水
流

の
方
向
を
横
山
卓
雄
に
よ
っ
て

示
し
た
も
の
で

北
か
ら
南

へ

向
う
も
の
と
、
東
か
ら
西

へ
向
う
も
の
が
卓
越
し
て
い
る
。
前
者
は
高
槻
丘
陵
北
部
で
卓
越
し
て
古
芥
川
に
よ
る
堆

積

を

示

し
、
後
者
は
南
西
部

の
南
平
台

・
奈
佐
原
丘
陵
で
卓
越
し
て
古
淀
川
の
影
響
が
こ
の
地
域
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
吉
台
南
部
か
ら
安
岡
寺
南
部
に
か
け
て
は
両
者
が
混
在
し
、
こ
の
地
域
で
は
古
芥
川
と
古
淀
川

の
影
響
が
複
合
し
て
い
た
。

近
畿
地
方
中
央
部
に
み
ら
れ
る
六
甲
山
地
、
生
駒
山
地
、
比
良

・
比
叡
山
地
、
江
和
高
原
、
鈴
鹿
山
脈
な
ど

六

甲

変

動

の
南
北
性
山
地
が
、
鮮
新
世
に
は
萠
芽
的
な
隆
起
を
み
せ
は
じ
め
、
最
新
世
前
期
に
は
そ

の
輪
郭
を
は

っ
き

り
さ
せ
て
堆
積
盆
地
の
分
化
を
明
確
に
し
て
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
隆
起
運
動
は
大
阪
層
群
堆
積
の
過
程
を

通
じ
て
進
行
し
、
大
阪
層
群
堆
積
の
終
末
期
か
ら
そ
の
最
盛
期
を
迎
え
た
。
こ
の
運
動
は

一
九
五
六
年
に
池
辺
展
生
に
よ
っ
て

六
甲
変
動
と
命
名
さ
れ

限
定
と
再
定
義
が
行
わ
れ
た

一
〇
年
後

に
同
氏
と
藤
田
和
夫

に
よ
っ
て
概
念
の

最
盛
期
の
六
甲
変
動
は
、
南
北
性
の
山
地
だ
け
で
な
く
、
近
畿
中
央
部
の
北
と
南
に
あ
る
東
西
性
の
山
地

を
も
断
層
を
と
も

な

っ
て
上
昇
さ
せ
、
山
地

の
高
度
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
盆
地
と
の
対
立
を
強
め
た
。
こ
の
断
層
系
は
敦
賀
湾
を
頂
点
と
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図30　 近畿三角地帯の地質構造(IKEBE　&　ICHIKAWA)

太線は六甲変動にともなう断層系を,細 線は大阪層群相当層

(大阪層群,古 琵琶湖層群,東 海層群など)の だいたいの走
向方向を示す （点線 ：最下部,破 線 ：下部連統線 ：上部)

し
、
中
央
構
造
線
を
底
辺
と
す
る
近
畿

三
角
地
帯
に
発
達
し

（図
三
〇
)、
そ
の

あ
る
も
の
は
活
断
層
と
し
て
現
在
に
引

き

つ
づ

い
て
い
る
。
北
摂
山
地
が
淀
川

低
地
と
の
対
立
を
強

め
た
の
も
六
甲
変

動
の

一
環
を
な
す
構
造
運
動
に
よ
る
も

の
で
、
北
摂
山
地

の
南
辺
を
限
る
構
造

線
は
高
槻
｜
有
馬
構
造
線
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
構
造
線

の
運
動
が
大
阪
層

群
下
部
層
堆
積
以
降

に
活
発
化
し
た
こ

と
は
、
現
在
、
標
高

三
〇
〇

メ
ー
ト
ル

以
上
を
測
る
川
久
保

や
本
山
寺
付
近
の

山
稜
平
坦
面
に
、
大
阪
層
群
下
部
層

に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
山
砂
利
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

高
槻
｜
有
馬
構
造
線
の
西
端
は
六
甲
山
地
を
は
さ
ん
で
分
岐
し
、
南
西
方
向
に
の
び
る
断
層
系
は
六
甲
山
地
と
大
阪
湾
を
限

る
急
峻
な
六
甲
断
層
崖
を
形
成
し
て
、
六
甲
変
動
と
い
う
名
称
を
由
来
さ
せ
た
。

六
甲
変
動
最
盛
期
の
地
殼
変
動
は
、
山
地
と
盆
地
の
対
立
を
強
化
し
た
の
み
で
は
な
く
、
盆
地
を
も
含
め
た

一
般
的
な
地
盤

の
上
昇
を
も
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、大
阪
層
群
の
堆
積
は
終
了
し
、最
盛
期
後

に
は
む
し
ろ
急
速
に
侵
食
さ
れ
る
よ
う
に
な７
０



Ⅰ　高槻の自然環境

っ
た
。
こ
の
侵
食
作
用
は
大
阪
層
群
と
そ
の
相
当
層
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
古

い
地
層
を
も
侵
食
平
坦
化
し

て
、
瀬
戸
内
面
と

よ
ば
れ
る
丘
陵
性
の
侵
食
小
起
伏
面
が
形
成
さ
れ
た

市
原
実

「大
阪
層
群
と
六
甲
変
動
」
『
地

球
科
学
』

八
五

・
八
六
号

、
昭
四

一

高
槻
市
域
で
は
、

北
摂
山
地
南
東

部

の
成
合
谷
北
東
方
に
残
さ
れ
て
い
る
標
高
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
起
伏
面
や
、
阿
武
山
か
ら
北
大
阪
変
電
所

に
至
る
標

高
二
〇
〇
～
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
丸
み
を
お
び
た
山
陵
が
、
こ
の
瀬
戸
内
面
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
神
峰
山
寺
付
近

の
稜
線
に
み
ら
れ
る
大
阪
層
群
は
、
こ
の
時
期
に
侵
食
さ
れ
て
平
坦
化
し
た
大
阪
層
群
下
部
層
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
侵

食
平
坦
化
作
用
は
、
六
甲
変
動
最
盛
期
に
北
摂
山
地
と
と
も
に
隆
起
し
た
大
阪
層
群
に
も
お
よ
び
、
大
阪
層
群
の
地
域

に
も
瀬

戸
内
面
に
相
当
す
る
侵
食
平
坦
面
が
ひ
ろ
く
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
大
阪
層
群
は
堆
積
後
の
期
間
が
短
か
く
な

お
充
分
固
結
し
て
い
な
い
た
め
侵
食
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く
、
そ
の
後

の
侵
食
作
用
に
よ
っ
て
こ
の
平
坦
面
が
削
ら
れ
て
し

ま

っ
た
結
果
、
今
日
で
は
大
阪
層
群

の
地
域
で
は
瀬
戸
内
面
に
相
当
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。

富

田

台

地

の

形

成

瀬
戸
内
面
の
形
成
後
、

こ
れ
を
基
盤
と
し
て
堆
積
盆
地
の
沈
降
、
後
背
地
の
上
昇
と
氷
河
性
海
水
面
運
動
と

が
か
ら
み
合

っ
て
、
数
段

の
段
丘
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
段
丘
は
大
阪
平
野
南
部
の
信
太
山
面
を
代
表

例
と
す
る
高
位
段
丘
と
大
阪
城
を
の
せ
る
上
町
台
地
に
代
表
さ
れ
る
中
位
段
丘
、
お
よ
び
伊
丹
台
地
を
代
表
例
と
す
る
低
位
段

丘
に
大
別
さ
れ

市
原
実

「大
阪

・
明
石
地
域
の
第
四
紀
に
関
す

る
諸
問
題
」
『
地
球
科
学
』
四
九
号
、
昭
三
五

に
ょ
る
層

序
表

案

『
日
本
列
島
第
二
版
』

岩
波
新
書

、
昭
四

一

こ
れ
ら
の
段
丘
を
構
成
す
る
地
層

に
つ
い
て
、
市
原
実

・
亀
井
節
夫

市
原
実

・
亀
井
節
夫

「
大
阪
層
群
｜

平
野
と
丘
陵

の
地
質
｜

」
『科
学
』
四
〇
巻
六
号
、
昭
四
五

と
湊
正
雄

・
井
尻
正
二
に
よ
る
第
四
紀
時
代
区
分

湊
正
雄

・

井
尻
正
二

と
を
対
比
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
高
位
段
丘
層

(播
磨
累
層

・浄
谷
累
層
)
は
ミ
ン
デ

ル

・
リ
ス
間
氷
期

(約

三
〇
万
年
前
)、

中
位
段
丘
層

(上
町
累
層
)
は
リ
ス

・
ウ
ル
ム
間
氷
期

(
一
五
～
五
万
年
前
)、

低
位
段
丘
層

(伊
丹
累
層
)
は
ウ

ル
ム
氷
期
前
期
の
し
だ
い
に
寒
冷
化
し
て
い
く
時
期
(四

・
四
～
二

・
五
万
年
前
)
を
中
心
と
す
る
堆
積
層
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
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れ
る
。
高
槻
市
域
に
み
ら
れ
る
段
丘
面

の
う
ち
、
高
槻
丘
陵

の
南
端
に
付
着
し
て
い
る
小
規
模
な
も
の
は
中
位
段
丘
に
、

富
田
台
地
の
段
丘
面
は
低
位
段
丘
に
対
比
さ
れ
る
。

富
田
台
地
を
構
成
す
る
富
田
礫
層

の
構
成
に
つ
い
て
は
す

で
に
述
べ
た
。
こ
の
礫
層
は
伊
丹
台
地
を
構
成
す
る
伊
丹
礫

層
に
対
比
さ
れ
、
伊
丹
礫
層

の
下
に
は
伊
丹
粘
土
層
と
呼
ば

れ
る
海
成
粘
土
層

(
Ｍ
a
１
２
)
が
あ
る
。

こ
の
伊
丹
礫
層
と
伊

丹
粘
土
層
と
を
合
せ
た
も
の
が
伊
丹
累
層
で
、
伊
丹
粘
土
層

か
み

く

じ
ろ

の
年
代
は
伊
丹
台
地
の
上
久
代

で
は
粘
土
層

の
上
限
付
近
で

二
九
、
八
〇
〇
±
一

、
二
〇
〇
年
前
、
地
下
鉄
長
居
駅
の
伊

丹
粘
土
層
下
部
で
三
七
、
六
〇
〇
±

さ
れ
て
い
て

学
』
五
八

号
昭
三
七

三
、

四
〇
〇

二
、

四
〇
〇

年
前
と
報
告

市
原
実
、
木
越
邦
夫

「
大
阪
付
近
の
沖
積
層
、
段
丘
堆
積

層
か
ら
産
出
し
た
泥
炭
、
木
炭
の
絶
対
年
代
」
『
地
球
科

写11　 富田台地上にのる総持寺

 

こ
の
粘
土
層
が
ウ
ル
ム
氷
期
前
期
の
海
進
期

(ゲ
ト
ワ
イ
ゲ
ル
間
氷
期
)
に
堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伊
丹

礫
層
は
そ
の
後
の
海
退
期

(主
ウ
ル
ム
亜
氷
期
、
二
・
九
～
二
・
六
万
年
前
)
に
扇
状
地
性
の
堆
積
物
と
し
て
形
成
さ
れ
、
当
時
の

海
面
は
現
在
よ
り
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
低
く
、
現
在

の
大
阪
湾
は
ほ
と
ん
ど
陸
化
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
義
記

は
伊
丹
礫
層

の
南
部
は
氾
濫
原
堆
積
物
で
あ
り
、
伊
丹
礫
層

の
堆
積
後
に
そ
の
面
を
増
傾
斜
さ
せ
る
地
盤
運
動
が
あ

っ
た
と
考

え
て
い
る

岡
義
記

「
大
阪
平
野
北
西
部
の
地
形
発
達
史
」

『
地
理
学
評
論
』
三
六
巻
六
号
、
昭
三
八
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Ｉ　高槻の自然環境

図31　 富田台地の地質柱状図

こ
の
よ
う
な
伊
丹
台

地
形
成
の
過
程
は
富
田

台
地
の
そ
れ
に
も
ほ
ぼ

共
通

し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
富
田
礫
層
の
下

に
み
ら
れ

る

粘

土

層

(図
二

一
参
照
)
は
伊
丹

粘
土
層
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
図
三
一

は
富
田
台
地
の
中
央
部

を
南
北
に
切
る
地
質
断

面
を
示
し
た
も
の
で
、

こ
の
粘
土
層
は
富
田
台

地
北
端
の
阿
武
野
小
学

校
か
ら
南
端
に
近
い
解

放
会
館
ま
で
連
続
し
て

認
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
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面
の
勾
配
は
約

一
〇
〇
分
の

一
で
、
富
田
台
地
の
東
西
に
お
け
る
芥
川
、安
威
川
の
現
在
の
勾
配
約
二
〇
〇
分

の

一
に
く
ら
べ
、

約
二
倍
の
傾
斜
を
有
し
て
い
る
。
富
田
礫
層

の
上
面
は
、
富
田
台
地
北
部
で
は
真
上
断
層
に
よ
る
変
位
を
受
け
、
女
瀬
川
な
ど

に
よ

っ
て
侵
食
さ
れ
て
い
る
た
め
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か

っ
た
と
み
ら
れ
る

台
地
南
部

の
北
昭
和
台
保
育
所
と
解
放
会
館
と
の
間
で
は
、
九
八
分
の

一
と
前
記
粘
土
層
上
面
の
勾
配
と
近
似
し
た
値
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
富
田
台
地
に
お
い
て
も
、
富
田
礫
層
の
堆
積
後
に
北
高
南
低
の
増
傾
斜
運
動
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
ウ
ル
ム
最
盛
期

(二
・
五
～

一
・
七
万
年
前
)
の
最
寒
冷
期
が
到
来
し
、

海
面
が
現
在
よ
り
約

一
三

〇

メ
ー
ト
ル
も
低
下
す
る
と
、
淀
川
を
は
じ
め
芥
川
、
安
威
川
も
侵
食
活
動
を
復
活
し
て
段
丘
崖
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

摂
津
峡
と
原
　
淀
川
低
地
の
周
辺
部
で
前
述
の
よ
う
な
段
丘

・
台
地
の
形
成
が
進
行
し
て
い
る
頃
、
芥
川

の
中
流
で
は
摂
津

盆
地
の
形
成
　
峡
と
原
盆
地
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
六
甲
変
動
最
盛
期
の
後
に
形
成
さ
れ
た
瀬
戸
内

面
と
呼
ば

れ
る
侵

Ａ　大阪層群堆積当時の状態

食
小
起
伏
面
は
、
現
在
の
原
盆
地
か
ら
摂
津
峡
、
高
槻
丘
陵

の

一
帯
を
お

お
っ
て
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
お
も
な
構
成
層
で
あ

っ
た
大
阪
層
群
は
三
好
山

(標
高

一
八
二
・
七
メ
ー
ト
ル
)
を
も
そ
の
下
に
埋
め
て
い
た

(図
三
二
Ａ
)。

当
時
の
小
起
伏
面
の
名
残
り
を
示
す
の
が
、
三
好
山
の
北
方
に
芥
川
を
隔

て
て
相
対
す
る
標
高
二
二
二

・
八
メ
ー
ト
ル
の
独
立
標
高
点
を
有
す
る
山

稜
平
坦
面
で
あ
り
、
摂
津
峡
西
岸
の
中
堂
山
山
頂

(標
高
二
二
〇

・
九
メ
ー

ト
ル
)
付
近
の
平
坦
面
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
芥
川
は
、

こ
の
小
起
伏
面
上

を
、
ほ
ぼ
現
在
と
同
じ
よ
う
な
流
路
を
と
っ
て
ゆ

っ
た
り

と

流
れ

て

い
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Ｉ　高槻の自然環境

図32　摂津峡と原盆地の形成過程模式図

た
。そ

の
後
、
段
丘
を
形
成
す
る
要
因
と
な
っ
た
地
盤
運
動
が
進
む
過
程

で
、
こ
の
小
起
伏
面
は
北
摂
山
地
と
と
も
に
隆
起
し
は
じ
め
、
小
起
伏

面
を
構
成
し
て
い
た
軟
か
い
地
層

で
あ
る
大
阪
層
群

は
し
だ
い
に
削
り

取
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
隆
起
は
、
形
成
当
時
に
は
ほ
ぼ
海
面
に
近
い

高
度
を
有
し
て
い
た
瀬
戸
内
面
相
当
の
侵
食
小
起
伏
面
を
、
現
在
み
る

よ
う
に
標
高
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
前
後
ま
で
高

め
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
運
動
は
そ
れ
ほ
ど
激
し
く
進
行
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
た
め
、
芥

川
は
従
来
の
流
路
を
保
持
し
た
ま
ま
侵
食
を
進
め
、
小
起
伏
面
表
層
の

大
阪
層
群
を
侵
食
し
つ
く
し
て
河
床
に
硬
い
古
生
層

の
基
盤
岩
が
露
出

し
て
も
な
お
、
そ
こ
で
流
路
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
下
方
侵
食
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
た

(図
三
二
Ｂ
)。

こ
の
下
方
侵
食
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

た
の
が
摂
津
峡
で
、
そ
の
両
岸
は
硬

い
基
盤
岩
か
ら
な
る
た
め
容
易

に

崩
落
す
る
こ
と
も
な
く
急
斜
面
を
残
す
深

い
峡
谷
と
な

っ
た
の
で
あ
る

(図
三
二
Ｃ
)。
こ
の
よ
う
に
、
起
伏
を
有
す
る
硬

い
基
盤
岩
の
上
に
軟

弱
な
被
覆
層
が
の
り
、
そ
の
上
を
流
れ
る
河
川
の
侵
食
が
復
活
し
て
谷

を
う
が

つ
と
き
に
も
、
元
来
の
流
路
を
維
持
し
た
ま
ま
基
盤
岩
の
起
伏
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に
関
係
な
く
谷
を
刻
ん
で
そ
の
凸
所
を
横
断
す
る
と
い
う
成
因
の
谷

を
表
生
谷

と

い

う

。

芥
川
が
摂
津
峡
を
刻
む
過
程
で
、
表
層
の
大
阪
層
群
を
削

っ
て
基

盤
岩
の
侵
食
を
開
始
し
た
と
き
、
基
盤
岩
の
抵
抗
力
が
大
き
か

っ
た

た
め
、
そ
の
上
流
側
に
淀
み
が
で
き
て
、
そ
こ
で
は
下
方
侵
食
よ
り

も
側
方
侵
食
の
方
が
活
発
と
な

っ
た

(図
三
二
Ｂ
)。

こ
の
側
方
侵
食

に
よ
っ
て
谷
巾
は
広
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
よ
り
多
く
の
流
水
が
滞
留

す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
芥
川
は
こ
の
増
大
し
た
水
量
を
背
景
に
基
盤

岩
に
い
ど
み
、
侵
食
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

基
盤
岩

の
侵
食
が
開
始
さ
れ
た
の
ち
も
、
摂
津
峡
の
基
盤
岩
と
現
在

の
原
盆
地
を
充
填
し
て
い
た
大
阪
層
群
と
の
侵
食
に
対
す
る
抵
抗
力

の
差
か
ら
、
原
盆
地
の
部
分
で
は
側
方
侵
食
も
活
発
に
行
わ
れ
て
、

現
在
み
る
よ
う
な
原
盆
地
の
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

写12　 摂津峡北入口(市 内大字原)

 

こ
の
よ
う
に
、
摂
津
峡
と
原
盆
地
の
形
成
は

一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
同
時
平
行
的
に
進
行
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
過
程

に
は
侵
食
活
動
が
活
発
化
し
た
時
期
と
停
滞
的
だ

っ
た
時
期
と
が
あ

っ
た
こ
と
が
、
原
盆
地
内
に
み
ら
れ
る
段
丘
の
存
在
に
ょ

っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
前
述
し
た
段
丘
や
台
地
の
形
成
と
も
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
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Ｉ　高槻の自然環境

大

阪

平

野
　
　富
田
台
地
や
摂
津
峡

・
原
盆
地
が
形
成
さ
れ
た
あ
と
、
地
形
発
達
史
は
最
終
ラ
ウ
ン
ド
を
迎
え
る
。
ウ
ル
ム

の

発

達
　
　
　
氷
期
の
終
了
と
と
も
に
し
だ
い
に
気
候
が
温
暖
化
し
て
海
面
が
上
昇
し
は
じ
め
、
淀
川

・
大
和
川
を
は
じ
め

と
す
る
各
河
川
が
土
砂
を
堆
積
し
て
い
っ
た
沖
積
世
と
呼
ば
れ
る
時
代

(約

一
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
)
で
、
こ
の
時
代
の
堆
積

層
を
沖
積
層
と
い
う
。
こ
の
沖
積
層
を
詳
細
に
検
討
し
、
二
〇
点
に
の
ぼ
る
放
射
性
炭
素

れ
ら
と
既
存
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
、
遺

跡
や
貝
塚
の
分
布
、
微
地
形
、
史
実
な
ど

を
総
合
的
に
考
察
し
た
の
が
梶
山
彦
太
郎

と
市
原
実
で

梶
山
彦
太
郎

・
市
原
実

「
大
阪
平

野
の
発
達
史
｜
｜

タ
か
ら
み
た
｜
｜

」
『地
質

学
論
集
』
七
号
、
昭
四
七

年
代
デ

ー

以
下
主
と

し

て

両
氏
の
論
考
に
よ
り
な
が
ら
大
阪
平
野
の

発
達
を
概
説
し
て
お
こ
う
。

大
阪
の
沖
積
層
を
最
初
に
研
究
し
た
山

根
新
次
は
、
沖
積
層
を

梅
田
層

(沖
積
新
)

層
)
と
天

満

層

(沖
積
古
層
)
に
分
け
た

山
根
新
次

「大
阪
市
地
質
概
観
」
『
小

川
博
士
還
暦
記
念
地
学
論
叢
』
昭
五

こ

の
う

ち
天
満
層
は
、
そ
の
後
の
研
究
で
上
部
洪

積
層

に
入
れ
る
の
が

普
通
に
な

っ
た

松

 

下

年

代

デ

ー

タ

を
集

め

て
、

こ

図33　 大阪平野の沖積層基底等深線図

(梶山彦太郎 ・市原実 「大阪平野の発達史」『地質学論集』
第７号,1972,に よる)

77



第三章　高槻の地質と地形発達史

進

『
日
本
地
方
地
質
誌
　
近
畿
地
方

(改
訂
版
)』
朝
倉
書
店

、
昭
四
六

包
含
層
を
難
波
貝
層
と
呼
ん
だ

一
方

、

な
ん

ば

槇
山
次
郎
は
大
阪
難
波
駅
の
地
下
か
ら

発
掘
さ
れ
た

貝
の
半
化
石
を
研
究
し
、

槇
山
次
郎

「大
阪
難
波
駅
半
化
石
」

『地
球
』
一
三

巻

六
号

、
昭

五

そ
の

梅
田
層
と

難
波
貝
層
と
は
難
波
累
層
と
し
て

一
括
さ
れ
、

ウ
ウ

ル
ム
氷
期
最
盛
期

(約
二
万
年
前
)
以
降
の
堆
積
層
で
、
最
大
層
厚
は
三
五
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
。
難
波
累
層

の
中
核
に
は
厚
さ

最
大

一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
す
る
海
成
粘
土
層
が
あ
り
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
縄
文
海
進

の
盛
期
に
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
沖
積
層
堆
積
の
前
提
と
な

っ
た
ウ
ル
ム
氷
期
最
盛
期
に
お
け
る
平
野

の
古
地
形
は
、
沖
積
層

の
基
底
等
深
線
図

で
示
さ
れ

(図
三
三
)、
そ
の
頃
は
、
古
淀
川
が
現
在
の
摂
津
市
南
部
付
近
で
生
駒
山
地
南
端
か
ら
北
西
流
し
て
き
た
古
大
和
川

(柏
原
以
西
の
現
大
和
川
は
宝
永
元

(
一七
〇
四
)
年
に
掘
削
さ
れ
た
も
の
で
、
新
大
和
川
と
も
呼
ば
れ
る
)
を
合
せ
、

神
崎
川
下
流
付
近

で
古
猪
名
川
、
西
宮
市
沖
で
古
武
庫
川
を
合
流
し
て
大
阪
湾
地
域
を
西
南
流
し
、
大
阪
湾
中
央
部

の
現
海
面
下
約
七
〇
メ
ー
ト

ル
の
深
さ
で
古
明
石
川
を
入
れ
た
の
ち
、
紀
淡
海
峡
を
経
て
紀
伊
水
道
付
近
で
太
平
洋

に
注
い
で
い
た
。
こ
の
古
水
系
は
古
大

阪
川
と
名
づ
け
ら
れ
、
現
在

の
淀
川
低
地
は
そ
の
中
流
域
に
相
当
し
、
気
候
は
現
在
よ
り
寒
冷
で
あ

っ
た
。
古
大
阪
平
野

の
時

代
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
小
さ
な
温
暖
期
と
寒
冷
期
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
し
だ
い
に
気
候
が
温
暖
化
し
て
海
水
面
が
上

昇
し
、
約
九
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
時
代
早
期
初
頭
に
は
現
海
面
下
二
〇

メ
ー
ト
ル
付
近
に
ま
で
達
し
た
。
沖
積
世
の
は
じ
ま
り

で
、
古
河
内
平
野
の
時
代
と
名
付
け
ら
れ
た
。

河

内

湾
Ⅰ
　
　
次
い
で
縄
文
時
代
前
期
前
半

(約
七
〇
〇
〇
～
六
〇
〇
〇
年
前
)
に
な
る
と
、
海
水
面
は
現
在

と

ほ
ぼ

同
じ
水

の

時

代
　
　
　
準
に
ま
で
達
し
、
当
時
な
お
沖
積
層
の
堆
積
が
充
分

に
進
ん
で
い
な
か
っ
た
大
阪
低
地
や
淀
川
低
地
、
河
内

平
野
に
は
広
く
海
が
侵
入
し
た

(図
三
四
)。
河
内
湾
Ｉ
の
時
代
で
、
海
は
東
は
生
駒
山
麓
、
南
は
八
尾
付
近
、
北
は
高
槻
付
近
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Ｉ　高槻の自然環境

に
ま
で
達
し
、
安
威
川
の
下
流
や
高
槻
市
域
の
南
部
は
Ｖ
字
型
に
開

い
た
入
江
に
な

っ
て
お
り
、
芥
川
は
こ
の
入
江
に
直
接
注

い
で
い
た
。
河
内
湾
と
大
阪
湾
を
区
画
し
て
半
島
状
に
突
出
し
て
い
た
上
町
台
地
の
西
縁
や
千
里
山
丘
陵
の
南

西
縁
に
は
海
食

崖
が
形
成
さ
れ
、
偏
西
風
の
影
響

の
も
と
で
現
在
の
大
阪
市
松
屋
町
筋
付
近
に
は
砂
浜
が

つ
づ
き
、
そ
の
延
長

に
あ
た
る
上
町

台
地
北
方
の
天
満
付
近
に
は
砂
州
が
発
達
し
た
。

河

内

湾
Ⅱ
　
　
縄
文
時
代
前
期
末
～
同
中
期
(約
五
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
年
前
)の
海
水
面
は
現
在
と
同
じ
か
や
や
高
位
に
あ

っ
た

の

時

代
　
　と
推
定
さ
れ
る
が
、
海
域

は
し
だ
い
に
三
角
州
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、

こ
と
に
淀
川
の
三
角
州
は
発
達
が
著
し
か

っ

た

(図
三
五
)
。
淀
川
の
主
流
は
、
よ
く
の
び

た
三
角
州

の
先
端
部
が
冬
期

の
強

い
西

風

を
う
け
て
、
そ
の
砂
質
堆
積
物
が
砂
州
を
形

成
し
た
た
め
、
こ
れ
に
妨
げ
ら
れ
て
流
れ
の

方
向
を
か
え
た
。
こ
の
方
向
転
換
は
淀
川
主

流
が
大
阪
市
域
に
入
ろ
う
と
す
る
あ
た
り
で

起
り
、
前
面
に
形
成
さ
れ
た
砂
州

の
跡
は
東

淀
川
区
東
端

の
江
口

・
大
道
付
近
に
残

っ
て

い
る
。
こ
こ
で
右
折
し
た
流
水
は
北
流
し
て

図34　 河 内 湾 Ｉの 時 代(約7,000～6,000年 前,縄 文時

代前期前半)の 古 地 理 図

(梶山彦太郎 ・市原実 ・前掲論文に よる)
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第三章　高槻の地質と地形発達史

安
威
川
に
合
流
し
左
折
し
た
流
水
が
現
在

の

淀
川
で
あ
る
。
こ
の
頃
高
槻
市
域
南
部
で
は

淀
川
右
岸
に
自
然
堤
防
が
発
達
し

(図
二
二

参
照
)、
桧
尾
川

・
芥
川
は
そ
の
後
背
湿
地
を

南
西
流
し
て
安
威
川
に
注
い
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
、上
町
台
地
北
方
の
砂
州
は
天

満
か
ら
さ
ら
に
長
柄
付
近
に
ま
で
の
び
、
河

内
湾

の
入
口
を

一
層
狭
く
し
た
。
河
内
湾
Ⅱ

の
時
代
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
り
、
河
内
湾

の
時
代
が
い
わ
ゆ
る
縄
文
海
進
期
に
な
る
。

河

内

潟
　
上
町
台
地
の
北
端
か
ら
北

の

時

代
　
方
に
の
び
る
砂
州
が
さ
ら

図35　 河 内 湾Ⅱ の時 代(約5,000～4,000年 前,縄 文時代

前期末 ～中期)の 古 地 理 図

(梶山彦太郎 ・市原 実,前掲論文による,一 部修正)

に
発
達
し
、

大
阪
湾
と
河
内
湾
の
連
絡
口
が

一
層
狭
く
な

っ
た
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
半

(約
三
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
年

前
)
に
は
、
か
つ
て
の
河
内
湾

へ
流
入
す
る
海
水
は
減
少
し
て
、
し
だ
い
に
淡
水
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

河
内

潟
の
時
代
で
あ
る

く
さ

か

 (図
三
六
)。
こ
の
時
代
の
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
日
下
貝
塚

(東
大
阪
市
)
を
構
成
し
て
い
る
貝
殻

に
は

セ
タ

シ
ジ

ミ
、

ハ
マ
グ
リ
、

マ
ガ
キ
な
ど
淡
水
棲
、
海
水
凄
の
両
者
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
の
が

セ
タ
シ

ジ
ミ
で
、
河
内
潟
の
奥
部
に
は
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
棲
息
し
う
る
淡
水
域
が
存
在
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
淀

川
、
大
和
川
、
猪
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Ⅰ　高槻の自然環境

名
川
な
ど
の
三
角
州
の
発
達
も

急

速

に
進

み
、
弥
生
時
代
前
期
に
は
稲
作
の
開
始
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
三
角
州
の
前
面
地
域
に
ま
で

居
住
が
拡
大
し
た
こ
と
を
森
小
路
(守
口
市
)、

瓜
生
堂

(東
大
阪
市
)
な
ど
の
遺

跡

が
物
語

っ
て
い
る
。

河
内
湖
Ｉ
・
　
続
い
て
弥
生
時
代
後
期
～

Ⅱ
の

時

代
　
　古
墳
時
代
前
期
(約

一
八
〇

〇
～

一
六
〇
〇
年
前
)
に
な
る
と
、
天
満

・
長

柄
か
ら
北
方
に
の
び
る
砂
州
は
北
に
延
び
き

っ
て
、
河
内
潟

へ
の
海
水

の
侵

入

を
さ
え

ぎ

っ
た
。
河
内
湖
Ｉ
の
時
代

(図
三
七
)
で
、

図36　 河内潟の時代(約3,000～2,000年 前,縄 文時代
後期～弥生時代前期)の 古地理図

(梶山彦太郎 ・市原実,前 掲論文による,一 部修正)

 

砂
州

の
先
端
部
背
後
に
位
置
す
る
大
阪
市
東
淀
川
区
淡
路
新
町
の
下
水
暗
渠
工
事
現
場
の
泥
炭
層

(地
表
下
七
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
に
含
ま
れ
て
い
る
淡
水
貝
化
石
の
放
射
性
炭
素
年
代
は

一
六

一
〇

±
八
〇
年
前
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
淡

水
貝
化
石
群
集
を
構
成
し
て
い
る
の
は
オ
ト
コ
タ
テ
ボ

シ
、
イ
ケ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
な
ど
琵
琶
湖
水
系
の
種
で
、
こ

の
頃
に
は
完
全
な
淡
水
湖
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
泥
炭
層

の
す
ぐ
下

(地
表
下
七

・
五
メ
ー
ト
ル
)
の

粘
土
質
細
砂
層
に
含
ま
れ
て
い
た
貝
殼
は
二
二
六
〇
年
±
九
〇
年
前
と
い
う
河
内
潟
の
時
代
の
年
代
を
示
し
、
そ
の
構
成
種
は
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第三章　高槻の地質と地形発達史

チ
リ
メ
ン

ユ
キ
ガ
イ
、

ハ
マ
グ
リ
、
マ
ツ

ヤ
マ
ワ
ス
レ
な
ど
で
、
チ
リ
メ
ン
ユ
キ
ガ

イ
は
現
在
で
は
イ
ン
ド

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

台
湾
の
半
淡
水
に
生
棲
し
て
お
り
、
日
本

で
は
大
阪
の
沖
積
層

の
み
か
ら
産
出
が
知

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
淀
川
と
大
和
川
の

水
を
あ
わ
せ
た
河
内

湖

の
水

は
、
庄
内

(豊
中
市
)
の
東
方

で
現

在
の
神
崎
川
ぞ

い
の
水
路
を
通

っ
て
大
阪
湾
に
流
入
し
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

河
内
湖
に
注
ぐ
淀
川
の
河
口
に
発
達
し

た
鳥
趾
状
三
角
州
の
先
端
が
、
上
町
台
地

図37　 河 内湖Ⅰ の時 代(約1,800～1,600年 前,弥 生時代

後期～古墳時代前期)の 古 地 理 図

(梶 山彦太郎 ・市原実,前 掲論文に よる,一 部修正)

 

か
ら
北
方
に
長
く
の
び
た
砂
州
に
近
づ
い
た
と
き
、
淀
川
は
つ
い
に
は
こ
の
砂
州
を
横
断
し
て
、
直
接
大
阪
湾
に
流
れ
出
す
こ

と
に
な
る
。
淀
川
三
角
州
の
発
達
と
と
も
に
、
洪
水
時
に
は
河
内
湖
に
水
が
停
滞
し
、
湖
の
水
位
は
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ

の
よ
う
な
場
合
、
河
内
湖
の
水
は
比
較
的
標
高
の
低
い
砂
州
の
基
部

(大
阪
城
の
北
)
か
ら
自
然
に
西
方
の
海

に
溢
れ
出
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な

っ
た
の
は
五
世
紀
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
見
た
当
時
の
人
達
が
、
河
内
湖
の
水

位
を
下
げ
て
湖
岸

の
耕
地
を
洪
水
か
ら
守
り
、
さ
ら
に
は
湖
岸
低
地
の
開
拓
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
隘
水
個
所
を
人
工
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Ⅰ　高槻の自然環境

的
に
掘
り
下
げ
て
、
よ
り
以
上
の
排
水
を

図
ろ
う
と
し
た
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
十

一
年
の

条
に

「宮

(難
波
宮
)
の
北
の
郊
原
を
掘
り
て
、
南
の
水
を
引
き
て
西
の
海
に
入
れ
、
因
り
て
そ
の
水
を

な
づ

け

て
堀
江
と
い

こ
み

う
。
ま
た
北
の
河
の
涌

(洪
水
)
を
防
が
ん
と
し
て
茨
田
の
堤
を
築
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
堀
江
が
そ
れ
で
あ

り
、

以
後
淀

川

は
、
大
和
川
の
水
を
も
合
せ
て
こ
の
堀
江
を
通

っ
て
大
阪
湾
に
注
ぐ
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
の
大
川
で
あ
る
。
茨
田
の
堤
も
ま

た
、
淀
川
左
岸

の
自
然
堤
防
を
利
用
し
て
、
淀
川
が
河
内
湖
に
川
水
を
流
し
込
む
の
を
防
ぐ
た
め
に
築
か
れ

た
も

の
で
あ

っ

た
。
堀
江

(大
川
)
開
削
以
後
は
河
内
湖
Ⅱ

の
時
代
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

河
内
湖
は
、
そ
の
後
の
歴
史
時
代
を
通
じ
て
淀
川

・
古
川

・
寝
屋
川

・
大
和
川

の
各
分
流

(恩
智
川
、
玉
串
川
、
長
瀬
川
、
平

野
川
な
ど
)
、
東
除
川
、
西
除
川
な
ど
の
堆
積
物
に
よ

っ
て
し
だ

い
に
埋
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
名
残
り
は
江
戸
時
代
ま
で

深
野
池
、
新
開
池
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
池
も
、
新
大
和
川
掘
削

(
一
七
〇
四
年
)
の
後
、
あ
い
つ
い
で
干
拓
さ
れ
、

鴻
池
新
田
、
深
野
新
田
な
ど
と
な
っ
た
。

淀
川

・
大
和
川
が
大
川
を
通

っ
て
大
阪
湾
に
注
ぎ
、
河
内
湖
が
東
大
阪
の
内
陸
部
に
水
域
を
残
し
な
が
ら
も
大
川
開
削
部
ま

で
埋
め
た
て
ら
れ
る
と
、
大
川
の
三
角
州
が
西
大
阪
に
発
達
し
は
じ
め
、
大
阪
湾
奥
に
低
地
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
っ
た
。
大
阪
平

野
の
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

淀
川
低
地
の
　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
大
阪
平
野
の
発
達
は
、
沖
積
低
地
の
輪
郭
を
な
す
海
岸
線
の
変
化
に
焦
点
を
合
せ
た
も

地

形

変

遷
　
　の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
比
較
的
早
く
陸
化
さ
れ
た
高
槻
市
域
南
部
の
淀
川
低
地
で
は
ど
の
よ
う
な
地

形
の
変
遷
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
三
八
は
市
内
の
淀
川
低
地
で
実
施
さ
れ
た
四
〇
ヶ
所
の
小

・
中
学
校
等
建
設
に
伴

う
地
質
調
査
お
よ
び
東
海
道
新
幹
線
建
設
の
際
の
地
質
調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し
た
沖
積
層
基
底

(ほ
ぼ
富
田
礫
層
上
面
に
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相
当
)
の
等
深
線
図
で
、

標
高
０

メ
ー

ト
ル
の
等
深
線
は
富
田
台
地
南
東
麓
か

ら
北
東
に
の
び
、
高
槻
市
役
所
南
方
、

京
大
農
場
南
縁
を
経
て
五
領
小
学
校
付

近
に
至
り
、
そ
こ
で
阪
急
上
牧
駅
付
近

ま
で
小
さ
な
湾
入
を
つ
く

っ
た
の
ち
、

上
牧
小
学
校
付
近
ま
で
南

下

し

て

い

る
。
ほ
ぼ
こ
の
等
深
線
が
河
内
湾
Ⅰ

の

時
代
の
海
岸
線
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

れ
、
当
時
は
市
域
南
部

の
大
部
分
は
海

底
に
没
し
、
芥
川
や
桧
尾
川
は
直
接
こ

の
海
に
注
い
で
い
た
。

図38　淀川低地における沖積層基底等深線図

 

そ
の
後
、
こ
の
海
は
河
川
の
搬
出
す
る
土
砂
で
し
だ
い
に
埋
め
ら
れ
、
市
域
の
南
部
は
早
く
も
河
内
湾
Ⅱ

の
時
代
に
は
陸
化

し
て
い
た
。
こ
の
土
砂
を
堆
積
し
た
淀
川
は
ほ
ぼ
現
在
と
大
差
の
な
い
流
路
を
と
っ
て
い
た
が
、
河
内
湾
Ⅰ

の
時
代
に
淀
川
の

河
口
で
あ

っ
た
市
域
東
端

の
上
牧
地
区
か
ら
対
岸
の
枚
方
市
楠
葉
地
区
に
か
け
て
の

一
帯
で
は
、
い
く

つ
か

の
流

路

に
分

れ

て
、
そ
の
間
に
は
中
州
を
発
達
さ
せ
た
。
現
在
の
道
鵜
町
の

一
帯
は
こ
の
よ
う
な
中
州
の
ひ
と

つ
で
、
伸
牛
池
、
内

ヶ
池
、
大

野
池
な
ど
は
分
流
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
河
跡
湖
で
あ
る

(図
三
九
)。
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Ⅰ　高槻の自然環境

こ
の
分
流
帯
を
す
ぎ
た

淀
川
は
、
枚
方
丘
陵
の
北

西
辺
に
沿

っ
て

南

西

流

し
、
市
域
の
南
部
付
近
か

ら
は
、
左
岸
側

へ
現
在
の

寝
屋
川
や
古
川
の
前
身
を

な
し
た
分
流
を
派
出
し
て

い
た
。
一
方
、右
岸
側
で
は

大
冠
町
か
ら
大
塚
町
、
唐

崎
を
経
て
柱
本
に
か
け
て

自
然
堤
防
が
発
達
し
、
芥

川
や
桧
尾
川
は
こ
の
自
然

堤
防
の
背
後
に
形
成
さ
れ

図39　 淀川分流の河跡湖(仮 製2万 分の1地 形図・原寸)

 

た
後
背
湿
地
を
南
西
に
流
れ
て
い
た
こ
と
が
、
前
述
し
た
こ
の
地
区
の
沖
積
層
の
状
況
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
後
背
湿
地
が

そ
の
後
も
長
く
開
発
の
困
難
な
低
湿
地
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
は
、
高
槻
市
遺
跡
分
布
図

こ
の
地
区
で
は
先
史

・
原
史
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

図
四
〇
は
高
槻
市
大
字

・
小
字
図

『高
観
市
史
』
第
三

巻
史
料
編
Ⅰ
付
図

『高
槻
市
史
」
第
六

巻
考
古
編
付
図

か
ら
も
知
ら
れ
、

か
ら
川
原

・
川

・
流
し

・
池

・
渕
な
ど
河
川
や

湿
地
に
関
連
す
る
小
字
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第三章　高槻の地質と地形発達史

名
を
抽
出
し
て
そ
の
分
布

を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ら
の
地
名
が
古
代
律
令
制

時
代
の
耕
地
分
布
を
示
す

条
里
制
土
地
割
残
存
地
区

の
南
東
辺
を
分
布
の
限
界

と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
限
界
線
に

そ
っ
て
、
旧
東
天
川
村
小

字
南
大
河
原
か
ら
辻
子
の

古
い
集
落

(辻
子

一
丁
目
)

を
経

て
内
黒
地

(辻
子
三

丁
目
)
ま
で
、
か

つ
て

の

図40　 淀川低地における河川 ・湿地関係地名の分布

 

桧
尾
川
の
名
残
り
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
川
が
最
近
ま
で
メ
ア
ン
ダ
ー
し
て
流
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
こ
の
水
路
は
ほ
と
ん
ど
埋

め
立
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
排
水
機
能
は
北
大
冠
水
路
に
と

っ
て
変
ら
れ
て
い
る
が
、
辻
子
の
北
部

に
は
写
真
一
三

の
よ
う

に
わ
ず
か
な
が
ら
往
時
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
る
。

内
黒
地
以
西
の
水
路
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
番
田
井
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
ほ
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Ｉ　高槻の自然環境

ぼ
現
在
の
番
田
井
路
に
沿

っ
て
南
西
流
し
、
大
樋

の
付
近
で
北
か
ら

流
れ
て
き
た
芥
川
に
注
い
だ
の
ち
も
南
西
に
流
れ
て
、
平
安
時
代
に

み
や
こ
び
と

歌
枕
と
し
て
都
人
に
も
知
ら
れ
た
玉
川
と
な

っ
て
安
威
川
に
注

い
で

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
玉
川
は
、
玉
川
橋
団
地
西
端
か

ら
西
面
南
三
丁
目
ま
で

一
・五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
、南

へ
向

っ
て
直

線
的
に
流
れ
て
高
槻

・
茨
木
両
市
間
の
境
界
を
な
し
て
い
る
。

こ
の

直
線
的
な
流
路
は
条
里
制
土
地
割
の
里
界
を
な
し
、
か
つ
て
は
島
上

・
島
下
両
郡
の
郡
境
で
も
あ

っ
た

分
冊

、

昭
四
七

服
部
昌
之

「淀
川
右
岸
地
域
の
条
里
と
水

無
瀬
庄
」
『人
文
研
究
』
第

二
三
巻
第
八

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
部
分
の

玉
川
の
流
路
が
、
条
里
制
土

地
割
施
工
の
際
に
人
工
的

に
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

り
、

こ
の
人
為
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
玉
川
と
条
里
制
土
地
割

に
よ

っ
て
整
然
と
区
画
さ
れ
た
耕
地
を
と
も
な
う
農
村
景
観

(写

一

四
)
が
、
平
安
貴
族
に
と
っ
て
農
村
の
ひ
と
つ
の
理
想
像
を
示
す
も

写13　 辻子北部の蛇行した水路(市 内辻子二丁目)

 

の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
玉
川
の
里
を
主
題
と
し
た
多
く
の
和
歌

〔古
代
四
〇
〕
が
示
し
て
い
る
。

当
時
の
玉
川
は
、
現
在

の
よ
う
な
細
流
で
は
な
く
、
「卯
の
花
や
汀
を
か
け
て
咲
ぬ
ら
ん
浪
よ
せ
ま
さ
る
玉
川
の
里
」
(寂
蓮
)

と
か
、
「
玉
川
の
岸
の
卯
の
花
さ
き
ぬ
れ
ば
汀
に
し
ら
ぬ
波
ぞ
た
ち
け
る
」
(藤
原
良
平
)
と
歌
わ
れ
た
よ
う
に
、
水
量

の
豊

か

な
、
岸
辺

へ
は
浪
が
よ
せ
て
く
る
河
川
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
玉
川
が
芥
川
や
桧
尾
川

(桧
尾
川
は
す
で
に
淀
川
へ
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て
い
る
条
里
制
土
地
割
と
は
異

っ
た
パ
タ
ー
ソ
を
示
す
帯
状
地
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

南
部
低
湿
地
の
開

発

と

河

道

付

替

写14　 玉 川 と条 里 制 地 割(1:10000)

排
水
さ
れ
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
)
の
水

を

も
集
め
て
流
れ
る
、

現
在
よ
り
も
は
る
か

に
川
巾

の
広

い
も
の

で
あ

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
が
、
そ
の

巾
広
い
河
川
敷
の
痕

跡

は
、
写
真

一
四
に
、

玉
川
現
流
路
の
右
岸

(
西
岸
)

に
沿

っ
て

約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

足
ら
ず
の
巾
で
続

い

現
在
は
桧
尾
川
、
芥
川
、
淀
川
に
囲
ま
れ
て
袋
状
に
な

っ
て
い
る
南
部
低
湿
地
に
開
発
の
手
が
加
え
ら

れ
て
い
っ
た
の
は
平
安
時
代
に
入

っ
て
か
ら
で
、
辻
子
の
冠
須
賀
神
社
北
東
方
に
あ

っ
た
池
か
ら
平
安

時
代
後
期
に
属
す
る
軒
丸
瓦

一
点
と
瓦
器
、
土
師
器
片
を
出
土
し
た
中
寺
遺
跡
が
、
こ
の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
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Ｉ　高槻の自然環境

の
開
発
は
、前
述
し
た
安
満
庄
開
発
に
と
も
な
う
桧
尾
川
河
道
の
人
工
的
改
変
と
密
接
な
関
連
を
有
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
桧
尾
川
河
道
の
改
変
に
よ
っ
て
、
桧
尾
川
の
水
が
直
接
淀
川
に
注
ぐ
よ
う
に
な

っ
た
結
果
、
従
来
そ
の
低
湿
性

の

故
に
開
発
さ
れ
な
か

っ
た
後
背
湿
地
が
し
だ
い
に
乾
燥
し
て
、
農
民
に
よ
る
切
添
新
田
的
な
開
発
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
開
発
も
、
中
世
前
期
に
は
低
湿
地
の
北
東

部
、
野
中

・
中
小
路

・
辻
子
錯
雑
地
の
あ
た
り
に
限
ら
れ
て
お
り
、

南
部

の
番
田

・
大
塚

・
大
塚
町
錯
雑
地
に
本
格
的
な
開
発
の
手
が
加

え
ら
れ
る
た
め
に
は
中
世
末
期
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
は
、

こ
の
南
部
地
区
は
芥
川
お
よ
び
芥
川
以
東
桧
尾
川
に
至

る
ま
で
の
広

い
地
域
の
排
水
が
滞
留
す
る
超
低
湿
地
で
あ
り
、
そ
の

全
面
的
な
開
発
の
た
め
に
は
芥
川
の
水
を
直
接
淀
川
に
落
す
と
い
う

大
土
木
工
事
を
必
要
と
し
、
そ
れ
だ
け
の
大
土
木
工
事
を
完
逐
さ
せ

る
た
め
に
は
、
強
力
な
権
力
が
こ
の
地
域
に
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
芥
川
を
淀
川

へ
流
入
さ

せ
る
た
め
に
は
、
淀
川
左
岸
に
発
達
し
て
い
た
自
然
堤
防
を
切

っ
て

水
路
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
工
事
を
物
語
る
史

料
は
ま

っ
た
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

写15　 芥川河口風景(市 内唐崎北三丁目)
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た
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
土
木
工
事
が
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
、
こ
の
工
事
が
行
わ
れ
た

の
は
領
内
の
民
政

に
も
力
を
注
い
だ
三
好
長
慶
な
い
し
は
高
山
右
近
の
時
代
で
あ

っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
芥
川
切
り
通
し
に
よ

っ
て
南
部
地
区
の
全
面
的
な
開
発
が
可
能
に
な
り
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
は
耕
地
化
が
ほ
と
ん
ど

完
了
し
て
い
た
。

一
方
、
芥
川
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
以
後
急
速
に
天
井
川
化
し
、

一
七
世
紀
中
葉

に
は
、
南
部
地
区

の
耕
地
を
維
持
す
る
た
め
に
、
天
井
川
を
暗
渠
で
く
ぐ
る
大
樋
の
建
設
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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